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（１０時００分開会） 

議  長 西 澤 裕 之 君 

おはようございます。 

本日の出席議員は８名です。 

定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第２回幌延町議会定例会を開会し

ます。 

ただちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は配付されているとおりです。 

 

日程第１ 「議会録署名議員の指名」を行います。 

本日の議会録署名議員は、会議規則第１２５条の規定に基づき、議長において１番 高

橋秀明君、２番 佐藤忠志君を指名します。 

 

日程第２ 「会期の決定」の件を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は本日３月１１日から１４日までの４日間にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、会期は、本日３月１１日から１４日までの４日間に決定しました 

 

日程第３「諸般の報告」を行います。 

議長としての報告事項は、配付した資料のとおりです。 

以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

日程第４「行政報告」を行います。 

町長、教育長から順次行政報告を求めます。 

町  長 野々村  仁 君 

それでは、幌延町議会３月定例会の開催に当たり、一般行政の執行状況について御報告

いたします。 

令和５年度から進めてきた「幌延町交流拠点基本構想」につきましては、令和６年１２

月２日から同年１２月２１日までの間、パブリックコメント手続きにより、構想に対する

意見を町民から募集しましたが、期限までに意見の提出がなかったことから、令和６年１

２月２４日に原案のとおり構想を定めました。 

令和７年度は、基本構想に基づく「多世代交流施設」の整備に向けて、基本計画と基本

設計の策定を併せて実施します。基本計画と基本設計は、業者への委託によって実施しま

すが、施設の構造や規模、施設利用者の動線等を考慮した居室やスペースの配置などにつ

いて、複数の業者から提案を受け、その中から優れた案を提出した業者を特定することが
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できる「公募型プロポーザル方式」によって委託契約の相手方を特定することとしました。

現在、４月に公募型プロポーザルの実施に向けて準備を進めています。 

そのほか、一般的な事務事項につきましては、お手元にお配りした資料のとおりとなっ

ております。 

以上、第２回幌延町議会定例会の行政報告とさせていただきます 

教育長 青 木 順 一 君 

幌延町議会３月定例会に当たり、教育行政の執行状況について、その概要を御報告いた

します。  

始めに、学校教育について申し上げます。  

まず、児童生徒や教職員に大きな事故や怪我もなく３学期がスタートしております。 

各学校では、感染予防対策を講じながら、学年末の学習のまとめや卒業式などに向けて

教育活動に取り組んでおります。 また、令和６年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査

の北海道教育委員会が作成する報告書に、本町の状況等を掲載することに幌延町教育委員

会も決定しております。体力・運動能力状況の一部分、一側面ではありますが、他の市町

村と同様に北海道教育委員会報告書のホームページで公表されております。 町民の皆さん

には、広報誌でその状況を掲載する予定であります。  

部活動では、１月５日から芦別市で開催されました北海道バレーボール協会主催の第４

５回北海道中学生バレーボール選抜優勝大会予選会男子の部に稚内合同・幌延中学校とし

て出場。女子の部に稚内・幌延合同中学校として出場しております。更に、２月２８日に

は北海道スポーツ奨励賞を受賞されました幌延中学校３年生の島田力輝さんに宗谷総合振

興局長から表彰状が伝達されました。３月１３日には幌延小学校４年生の橋本英恵さんに

宗谷教育局局長から「北の輝き」の表彰状が直接手渡されます。  

また、２月４日に来年度小学校に入学する子どもたちの「新１年生体験入学」が行われ、

現在のところ、幌延小学校に８名、問寒別小学校に２名の新１年生が入る予定となってお

ります。本定例議会後には各学校の卒業式が開催され、恒例となりますが、議員の皆様の

御協力をお願いします。  

次に、社会教育について申し上げます。  

まず、１月５日に「二十歳の集い」を開催し、１４名の成人が集い、新しい門出を祝い

ました。議員の皆様にも出席していただき、この場を借りて感謝申し上げます。 

スキー場はリフトの不具合により今シーズンの運行を中止しております。また、１月２

２日から２月４日まで町内書き初め展を開催。１月３１日には表彰式を挙行し、２１名が

出席しております。更に、２月２日のチャレンジ教室「雪と遊ぼう」を開催し、多くの親

子が晴天の中、スノーモービルやバナナボート等に乗って冬の遊びを楽しみました。 

スポーツ少年団活動では、剣道少年団が１１月３０日に砂川市で開催されました第３９

回北海道スポーツ少年団剣道交流大会の中学生個人男子の部に宗谷代表として出場してお

ります。 

子ども会活動では、１月１８日に稚内市で開催されました第２２回宗谷管内子ども会か

るた大会で小学生の部、中学生の部でそれぞれ優勝。２月１６日に札幌市定山渓温泉で開
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催されました第２８回北海道子どもかるた大会に宗谷管内第１代表として出場し、結果は

小学生・中学生ともにベスト４で敢闘賞を受賞いたしました。 

以下、教育予算の執行状況、社会教育の活動状況等につきましては、別紙資料のとおり

でございます。 

以上、概要を申し上げ、幌延町教育行政執行状況の報告といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

以上をもって行政報告を終わります。 

日程第５ 報告第１号「専決処分の報告について」の件を議題とします。 

報告第１号についての提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

報告報告第１号「専決処分の報告について」提案理由を申し上げます。 

御報告いたします専決処分は、令和６年第３回幌延町議会臨時会において、工事請負契

約の締結について議決いただいた「令和６年度施行 町道３条仲通線下水道管路改修工事」

について設計変更により契約の変更を行うもので、地方自治法第１８０条第１項及び町が

指定する専決処分事項の規定に基づき、令和７年１月１６日付けで専決処分いたしました

ので、地方自治法第１８０条第２項の規定により御報告申し上げます。 

変更の内容につきましては、契約金額１億６７０万円を設計変更より１億７０９万６千

円に、３９６千円増額するもので、変更の主な理由といたしましては、予定しておりまし

たマンホール及び圧送管の設置位置について、試掘の結果、既設排水管及び地下埋設物と

の接触の可能性が確認されたことから、位置を変更したことに伴い、掘削作業域が増加し

たこと等によるものです。 

以上、報告第１号「専決処分」いたしました、工事請負契約の変更に係る提案理由とい

たします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

ただいま、議題となっております報告第１号は、報告済みといたします。 

日程第６ 同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついて」の件を議題とします。 

同意第１号についての提案理由の説明を求めます。 

町  長 野々村   仁 君 

同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること」についての

提案理由を申し上げます。 

現在、幌延町固定資産評価審査委員会委員であります大平昌司氏から本年３月１７日の

任期をもって退任したいとの旨の申出がありましたので、この度、新たな委員として、富

樫悠輔氏を選任いたしたく、議会の同意を求めるものです。 

富樫氏の住所は幌延町字下沼３９３番地、生年月日は昭和６３年１月１日で満３７歳で
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す。 

今回、固定資産評価審査委員として議会の同意を求める任期は、令和７年３月１８日か

ら令和１０年３月１７日までの３年間です。 

富樫氏は、現在、酪農業を営んでおり、本町の基幹産業の担い手として日々研さんと御

努力をされ、営農活動を行っております。地域からも信望も厚く、人格や識見ともに優れ

た方であり、これまで培われた知識や経験を基に、固定資産評価に対する不服等を審査し

ていただくには適任でありますので、御同意を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の

説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

固定資産は、土地とか建物とか、いろいろ三つぐらいに分かれると思うんですけども、

富樫さんは何の部門の固定資産委員になるんですか。 

住民生活課長補佐 伊 藤   崇 君 

お答えいたします。 

固定資産の評価委員というのは、どの部門というものは特にございません。 

土地と家屋と償却資産、全てにおいて、そういう不服とかの申出があったときには審査

してもらうというような委員になっております。 

（齋賀議員「分かりました。」） 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第１号は、討論を省略し、原案のとおり同意するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり同意されました。 

ここで暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

休憩を解いて会議を再開します。 

ここで追加議題についてお諮りします。 

先ほど、町長から「教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて」の議案

が提出されました。 

この際、これを日程に追加し、以下日程を繰下げ、本案を追加日程第７、同意第２号と

して議題にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、同意第２号を日程に追加し、追加日程第７とし、議題にすることとし、以下日

程を繰り下げることに決定しました。 

追加日程第７「同意第２号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて」

の件を議題とします。 

同意第２号について提案理由の説明を求めます。 

町  長 野々村   仁 君 

同意第２号「教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて」の提案理由を

ご説明申し上げます。 

本年３月３１日をもって退任することになりました青木順一氏の後任として、新たに伊

藤一男氏を任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規

定により、議会の同意を求めるものです。 

伊藤氏の住所は幌延町栄町６番地１１１、生年月日は昭和４０年１２月８日で満５９歳

です。今回、議会の同意を求める任期は、前任者の残任期間にあたる令和７年４月１日か

ら令和７年９月３０日までです。伊藤氏は酪農学園大学を卒業後、昭和６３年４月に幌延

町に奉職されて以来、３７年間、産業課を皮切りに農林課、町民課、振興課に配置され、

地方自治の振興に寄与されており、また、教育委員会では通算１７年間、そのうち９年間

は教育次長を務めるなど教育行政の推進に大きく貢献されております。今、本町の教育行

政は幌延中学校区小中一貫校の建設を控え、幅広い見地から教育環境の整備に取り組んで

いく必要がある重要な時期を迎えているところであります。このような中、これまで伊藤

氏が教育次長として培った豊富な経験と卓越した知識は必要不可欠であります。また、伊

藤氏は人格高潔で様々な見識を持ち、これまで培ってきた行政経験に基づく実行力や指導

力による行政手腕は高く評価されており、加えて、地域からの信望も極めて厚い人柄であ

ることから、まさに教育長として適任であると考えますので、御同意のほど、お願い申し

上げ、提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

任命の同意に関連して、青木前教育長が退任されるということは今日初めて伺ったんで

すよ。それで、まだ任期あるのに退任、途中で辞める理由と、これから小中一貫校が建設

されるべき途中なのに辞めるその理由を、ぜひお聞かせ願いたいと思います。 

教育長 青 木 順 一 君 

深澤議員どうもありがとうございます。 

私の方ですけども、まだ正式には出ておりませんけども、この後の退任挨拶でも申し上

げようと思いましたけども、北海道のこれから教育行政の方、担っていきたいということ

で考えておりますので。道の内示の方が、まだ、これからということですので、まだ、ど

うなるか分かんないんですけども、その辺を鑑みて、３月いっぱいで、戻るかどうか分か
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りませんけれども、一応、かなり強く戻ってこいということでありましたので、今回、伊

藤次長の方にお任せしていきたいなと思っております。 

それと、小中一貫校の方ですけども、基本設計、ここまで２年半で作ることができまし

たので、この後、実施設計、あとは先生方の教育課程等、ソフト面の推進ということにな

ります。ある程度レールは引くけたかなと思っておりますので、この後、それに乗せて進

めるだけ。あと、伊藤次長、今度の新伊藤教育長の方に任せて、私の方も微力ながら、遠

くからでありますけども、力を、尽力を注ぎたいなと思っております。 

何か回答になってないんですけども、ちょっと、この辺、御理解いただければなと思い

ます。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今の説明を聞かれて、これ以上、私どもも何とも引き止める手立てがないんですけど、

将来、幌延小中一貫校が完成した折には、ぜひとも、また幌延町へお越しいただいて。最

後に一つ、私、前回も質問いたしましたが、小中一貫校に魂は入れて退任されるんですか。 

教育長 青 木 順 一 君 

一番最初に深澤議員から言われました魂を入れてということで、帰りも見ていただけれ

ばと思います。その頃からずっと教育長の扉の横にその文言貼ってあります。教育委員会

事務局、それと、毎朝それを見ながら、ああ、ここには魂を入れなきゃならないなと、子

供たち、そうですけども、すばらしい学校にしていかなきゃなということで、２年半、心

を引締めて業務を推進してまいりました。どうもありがとうございました。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

１  番 高 橋 秀 明 君 

任期について質問があるんですけれども、令和７年４月１日から９月３０日までという

ことで非常に短くなっているので、教育長の方は定年があるのかどうか、その辺も含めて

御答弁をお願いしたいと思います。 

町  長 野々村   仁 君 

先ほども伝えをしましたけども、残任期間であります。 

最初の教育長、前任者の辞表を出された、辞められた月が、今、青木さんがやってこら

れた３月いっぱいではなくて任期が９月ですから、そこまでの任期期間中の期間だけを、

まず、１回目。それで、そこで初めて教育長の任期がその前任者の辞められた月までが任

期となるということで、第１回目の任期はこの短い期間だけになりますけども、今後、ど

うしてでも、また同意を求める形で、こういう議会の皆さんに御相談をしますが、そのま

ま継続ができるような形にはなれれば大変うれしいかなと思っています。 

１  番 高 橋 秀 明 君 

どうもありがとうございます。 

伊藤一男さんの人柄については、非常に優秀な方で信頼おける方だと思うんですけども、

別に９月３０日以降に後任の方を決めてるわけではないということで理解してよろしいん

でしょうか。 
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町  長 野々村   仁 君 

私どもは、この今の選任をされて御相談をさせていただいて、今日、御同意をいたけれ

ば、この短い期間の区間ですけども、そのあとも皆様に御提案をして、引き続きやれるの

であれば最高いいなと私自身は考えています。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第２号は、討論を省略し、原案のとおり同意するこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり同意することに決定しました。 

ここで暫時休憩します。 

（１０時２７分 休  憩） 

（青木教育長から退任あいさつ） 

（伊藤教育次長かた選任あいさつ） 

（１０時３１分 開  議） 

休憩を解いて会議を再開します。 

日程第８ 議案第１号「幌延町表彰条例の一部を改正する条例の制定について」の件を

議題とします。 

議案第１号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第１号「幌延町表彰条例の一部を改正する条例の制定について」の提案理由の説明

を申し上げます。 

本改正は、町の表彰対象のうち自治功労者の対象者を精査すべく、本条例を改正しよう

とするものです。 

それでは、配布した新旧対照表と併せて御覧ください。 

第３条第１項第２号ウの改正は功労表彰における自治功労者の該当規定であり、これま

で公職者である選挙管理委員会委員の規定が曖昧になっていたことや農業委員会委員に関

する規定が重複していることから、これを精査しようとするものであり、農業委員会委員

及び任命について、議会の同意を得て選任される各種委員会の委員としていたものを、任

命について、議会の選挙又は同意を得て選任される各種委員に改正しようとするものです。 

次に附則では、この条例は公布の日から施行することとしております。 

以上、議案第１号の提案理由の説明といたします 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 
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（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案１号は、討論を省略し、原案のとおり決定すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

この際、日程第９ 議案第２号「幌延町民営賃貸住宅建設促進助成条例の一部を改正す

る条例の制定について」及び、日程第１０ 議案第３号「幌延町定住促進持家住宅建設等

奨励条例の一部を改正する条例の制定について」の２件は、関連がありますので、会議規

則第３７条の規定に基づき、一括議題にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、議案第２号及び議案第３号の２件を一括議題とします。 

議案第２号及び議案第３号について提案理由の説明を求めます。 

総務企画課参事 山 本 基 継 君 

ただいま一括上程されました議案第２号「幌延町民営賃貸住宅建設促進助成条例の一部

を改正する条例の制定について」及び議案第３号「幌延町定住促進持家住宅建設等奨励条

例の一部を改正する条例の制定について」の提案理由をご説明いたします。 

本町では、幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略における定住施策として、平成２８

年度から民営賃貸住宅建設促進助成制度及び定住促進持家住宅建設等奨励制度を運用して

おります。今期の総合戦略は本年度末で終了いたしますが、これら二つの条例は総合戦略

における取組事業として位置付けており、総合戦略の期間内で助成制度の内容を検証する

ため期限を５年間として運用しているところです。条例の効力については今後の総合戦略

と同様、本年３月３１日をもって失効することとなっていることから、次期総合戦略の期

間と同様に５年間延長するものであります。 

お手元の議案と併せて新旧対照表を御覧ください。 

まず、議案第２号の「幌延町民営賃貸住宅建設促進助成条例の一部を改正する条例」に

ついては、附則第２項で定める条例の効果を令和１２年３月３１日まで延長しようとする

ものです。 

次に、議案第３号「幌延町定住促進持家住宅建設等奨励条例の一部を改正する条例の制

定」については、第２条第１号及び第２号で規定する住宅関連の用語に関し、明確化及び

字句の修正を行うこととしています。また、本補助制度の更なる利用促進のため、別表で

規定する改修工事の要件について、修繕及び機能向上の項目に住宅の管理面の向上を図る

ための工事を追加することとしています。更に、附則第２項で定める条例の効力について、
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議案第２号と同様、令和１２年３月３１日まで延長しようとするものです。 

最後に附則ですが、これらの条例は公布の日から施行することとしております。 

以上、議案第２号及び議案第３号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

この省令によって、今日現在までで、補助制度を利用された件数をお知らせ願いたいと

思います。 

総務企画課参事 山 本 基 継 君 

平成２８年度から令和６年度までの間で１６８件、８名の方が利用しております。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第２号及び議案第３号の２件は、討論を省略して、

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１１ 議案第４号「令和６年度 幌延町一般会計補正予算」の件を議題とします。 

議案第４号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君   

議案第４号「令和６年度 幌延町一般会計補正予算第６号」について、提案理由の説明を

申し上げます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では普通交付税の交付額の確定による増、特別交

付税の交付見込額の増、物価高騰対応重点支援地方創生交付金をはじめとする国庫支出金

の精査による増、基金を取り崩して実施する予定であった各事業の精査による繰入金の減、

起債対象事業の精査等による町債の減などによるのもです。 

歳出では移住定住促進事業の減、基金管理事業の増、問寒別地区農業用水道施設改修事

業の減、土木総務管理費の家屋調査業務の新規計上、除雪業務の増であり、それ以外のも

のについては、今年度実施している各事業の決算見込みの精査による補正が主なものとな

っております。 

１ページをお開きください。 

第１条第１項、歳入歳出予算の補正につきましては、既定の歳入歳出予算から、それぞ

れ１億４，０９６万５千円を減額し、歳入歳出それぞれの予算総額を６０億７，３５１万

５千円にしようとするものです。 

第２項第１表、歳入歳出予算補正の主な内容について説明いたします。 
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２ページをお開きください。 

はじめに歳入ですが、１０款、地方交付税８，７５７万４千円の増、１４款、国庫支出

金１，０５１万７千円の増、１８款、繰入金１億９，８６９万８千円の減、２０款、諸収

入５８４万９千円の増、２１款、町債４，２００万円の減などで、歳入合計１億４，０９

６万５千円の減額補正です。 

次に、３ページの歳出ですが、２款、総務費８，２６２万９千円の減、３款、民生費６

８０万４千円の減、４款、衛生費１，１８５万８千円の減、６款、農林水産業費６，２２

２万２千円の減、７款、商工費１，７９６万５千円の減、８款、土木費４，５５３万５千

円の増、１０款、教育費７９０万７千円の減などで、歳出合計１億４，０９６万５千円の

減額補正です。 

第２条、繰越明許費の補正ですが、４ページをお開きください。 

第２表、繰越明許費補正については、土木総務管理費の家屋調査業務に関して年度内に

完了することが見込まれないことから、令和７年度に繰り越して使用できる経費として、

８款１項、土木管理費の土木総務管理費３，０４９万２千円を新たに追加する補正です。 

第３条、地方債の補正ですが、６ページをお開きください。 

第３表、地方債補正については、決算見込みの精査等によるもので、既定の地方債限度

額の合計１０億３，１３０万円を９億８，９３０万円に補正するものです。地方債の限度

額を補正する主なものは、診療情報システム整備事業３，３００万円を３００万円に、問

寒別地区農業用水道施設改修事業１億２，３３０万円を１億８９０万円に、町道駅前仲通

線道路改良事業１億３００万円を１億６９０万円に、橋梁長寿命化改修事業１億２，７７

０万円を１億２，３６０万円に補正するものです。 

以下、歳出、歳入の順で補正予算の主な内容について説明いたします。 

３６ページをお開きください。 

２款１項２目、自治振興費の移住定住促進事業では、幌延町民営賃貸住宅建設促進助成

事業の事業精査等により４，６７９万６千円の減です。次のページの集落支援活動運営事

業では、事業精査等により７０６万７千円の減です。 

４０ページをお開きください。 

２款１項７目、企画費の第６次幌延町総合計画策定事業では、令和６年度中に事業完了

が困難なため５６２万２千円の減です。なお、６年度に実施できなかった分につきまして

は、令和７年度に新年度予算において同等額を計上しております。同じく地域おこし協力

隊運営事業では、事業精査等により５１５万円の減、次のページの地域公共交通運営事業

も同様の理由から５２８万３千円の減となっております。 

４４ページをお開きください。 

２款１項１２目、諸費の基金管理事業では、今後の地域振興対策に係る経費の財源とし

て、ふるさと創生基金４４９万４千円の増、今後のエネルギー施策に係る財源として、エ

ネルギー施策等振興基金７９８万９千円の増などにより１，２９１万６千円の増です。 

４８ページをお開きください。 

３款１項１目、社会福祉総務費の国民健康保険診療所特別会計繰出金では、入院料や外
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来診察料、国民健康保険特別会計からの国保直診運営費補助の減額等により、一般会計か

ら国民健康保険診療所特別会計への繰出金８０６万９千円の増です。 

３款１項４目、障害者福祉費の障害者福祉管理費では、説明は次のページになりますけ

ども、障害福祉サービス給付費に係る事業精査等により、７７６万７千円の減です。 

５２ページをお開きください。 

４款１項２目、予防費の予防事業では、事業精査により７３１万３千円の減です。 

５６ページをお開きください。 

６款１項２目、農業振興費では、決算見込みの精査により、幌延町強い農業・担い手づ

くり支援事業で７３７万円の減、今年度内に補助申請が見込まれないため、幌延町生乳生

産拡大事業で１千万円の減です。 

５８ページをお開きください。 

６款１項６目、農地開発費では、決算見込みの精査により、問寒別地区農業用水道施設 

改修事業２，００２万９千円の減です。 

６４ページをお開きください。 

７款１項１目、商工振興費では、決算見込みの精査により、幌延町商工業経営力強化実

装支援事業で８５１万５千円の減です。 

６６ページをお開きください。 

８款１項１目、土木総務費では、町道３条仲通線道路改良工事に伴う家屋調査業務の新

規計上により、土木総務管理費３，０４９万２千円の増です。 

８款２項１目、道路維持費では、除雪車両の修繕及び降雪量の増などにより、除雪業務

の不足が見込まれることによる除雪業務委託料の増により、道路維持管理費全体で３，２

５７万１千円の増です。 

６８ページをお開きください。 

８款２項４目、橋梁新設改良費では、決算見込みの精査により、橋梁長寿命化改修事業

６５８万６千円の減です。 

７０ページをお開きください。 

９款１項１目、常備消防費の北留萌消防組合負担金では、給与改定分や問寒別タンク車

修繕等による決算見込みの精査により４７０万円の増です。 

７４ページをお開きください。 

１０款２項１目、学校管理費では、決算見込みの精査により、幌延町小中一貫校整備事

業１４６万７千円の減です。 

７８ページをお開きください。 

１０款４項６目、体育振興費では、決算見込みの精査により、社会体育振興管理費３４

８万１千円の減、同じく社会教育支援事業１９７万４千円の減です。 

次に歳入ですが、２４ページをお開きください。 

１０款１項１目、地方交付税の普通交付税では、令和６年度分の交付決定額２０億４，

０６１万円と現行予算との差額で４，７５７万４千円の増、特別交付税は２億６千万円の

交付を見込み、現行予算との差額で４千万円の増です。 
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２６ページをお開きください。 

１４款１項１目、民生費国庫負担金の障害者介護給付・訓練等給付費では、障害福祉サ

ービス給付費の決算見込みの精査により４０９万２千円の減です。 

１４款２項６目、農林水産業費国庫補助金では、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金１，６８１万８千円の新規計上です。 

３０ページをお開きください。 

１７款１項２目、ふるさと応援寄附金では、決算見込みの精査により４４６万７千円の

減です。 

１８款、繰入金では、基金を充当している各事業の決算見込みの精査等により、財政調

整基金繰入金９，０１７万８千円の減、ふるさと創生基金繰入金９，７７３万円の減、公

共施設等整備基金繰入金７５０万円の減、地域公共交通活性化基金繰入金２００万円の減、

中山間農業地域環境保全基金繰入金１２９万円の減です。 

２０款４項１目、総務費受託事業収入では、風力発電事業推進支援業務７７０万円の増

です。 

３２ページをお開きください。 

２１款、町債につきましては、第３条、地方債の補正で説明していますので省略させて

いただきます。 

以上、議案第４号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

質疑は、議案第４号の範囲内に限ります。 

質疑の方法は、歳出一括、歳入一括、総括の順序で行いたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

３７ページのエネルギー関連情報収集事業で３０８万６千円減額になってるんですけど、

この減額理由を伺いたいと思います。 

総務企画課長補佐 梶     淳 君  

お待たせいたしました。 

エネルギー関連情報収集事業の事業費の減額の理由ですけれども、委託料につきまして

は大人向けの見学会を秋に１１月に実施しておりますので、そちらの執行残の精査、その

他、旅費費用弁償につきましては各種実施回数の減等による決算見込みの精査ということ

になってございます。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

ちょっと聞き取れなかったんだけど、ちょっと金額がね、多過ぎて、今の説明の範囲じ

ゃないんでないかと思うんですけど、人数が足りなかったのか、募集人員がねっていう。 
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総務企画課長補佐 梶     淳 君 

はい、失礼いたしました。 

委託料が主に大きな減額になっているんですけれども、青森県を予定しておりました大

人向け見学会につきましては定員２０名で募集したところだったんですけれども、最終的

な参加人数が８人となりましたので、その予算と決算とありますけれども、８人分の旅費、

委託料で収まったということで、この金額の減額となっております。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今、多分、予算でも同じ事業が計上されているんですけど、募集した人数より８人しか

行かなかったっちゅうのは、行く見学場所が悪かったのか。もう、全ての住民が、今まで

見学会やってきて、十分見学した人が出過ぎて応募者もいなかったとか、その辺の見解は

いかがでしょう。 

総務企画課長補佐 梶     淳 君 

青森県という場所で、コロナ禍も含めて数年休んでおりましたので、令和５年度から大

人向けや子供向けの旅行復活しております。 

令和５年度につきましては久しぶりということで１０数名、１５名ぐらいの参加があり

まして、引き続き、行けていない方もいらっしゃるだろうということで、同じ行程で組ん

だんですけれども、今回は結果的に８名の参加だったと。ただ、深澤議員おっしゃるよう

に、じゃあ住民の全員が行っているのかっていうと当然そういうことはないとは思うんで

すけれども、やはり目新しさという部分がないのかなというところで、青森県、令和５年、

６年で２回実施しましたので、次年度につきましては別の場所を、また、視察する行程で

予算は、新年度になりますけれども、考えているところでございます。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

最後にですけど、今まで、これ、継続してやっていましたよね。今、途中、コロナの話

も出ましたけど、延べ人数で、幌延町民どのくらいの数が見学、視察に行かれたか。 

総務企画課長補佐 梶     淳 君 

申し訳ありません。ただいま手元に資料ございません。後ほどお答えさせてください。

よろしくお願いいたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

６  番 無量谷   隆 君 

３７ページの空き家の件なんですけど、これ、除去の支援ということで、幌延町が６年

度、実施したか、しないか。あるいは、どのぐらいの件数でされたかお聞きします。 

それと、３９ページの集落支援活動について減額になっているんですけども、これらに

ついて実施の内容が少なかったのか、その辺、確認したいんですけど、なぜこのような減

額になってるのかお教しえください。 

それと、５７ページ、幌延町協力農業担い手づくりの支援事業で７３７万減額なんです

けど、これらの対象とした部分がなかったのかお聞きします。 
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産業建設課長 角 山 隆 一 君 

ただ今頂いた御質問の中で、強い農業担い手づくり支援事業の部分について、私の方か

らお答えいたします。 

令和６年度につきましては、バルククーラーやバンクリーナー等の事業申請が１１件ご

ざいまして、２，２６３万円補助金の方は支出している状況で、申請実績を踏まえて、予

算残ということで、今回７３７万円減額したというところでございます。以上です。 

住民生活課長 村 上 貴 紀 君 

まず、空き家対策の除去支援の件について、私の方からお答えさせていただきたいと思

います。 

こちらの方、当初予算につきましては１００万円の５件の予定で、当初、予算計上させ

ていただいておりましたけれども、今年度２件、１００万円掛ける２件、２００万円の実

績というところで、決算見込みがたったというところで、執行残という残りの３００万円

の今回減額とさせていただいたところです。以上です。 

住民生活課長補佐 山 下 智 昭 君 

３９ページの集落支援活動運営事業の減額の要因だったんですけれども、こちらに関し

まして、事業を実施していく上で想定していました各種講演会ですとか講師の招聘に関し

ての減額であったり、令和５年度に実施いたしました道外の先進地の視察、こちら予定し

ておりましたけれども、６年度は事業ちょっと実施することができなかったという部分で

の減額が大きな要因でございます。 

６  番 無量谷   隆 君 

空き家対策なんですけども、幌延町には、まだまだ、現在、半分潰れかけたような感じ

の空き家もあります。そういう中で、やはり危険と思われるものを、早急に、来年度でも

実施するように強力お願いします。 

それと、集落支援ですけども、ある程度、今、実施段階で進めてるにおいて、ある程度、

やはり地元の意識改革メインに講習会なり何なりを進めた方がよろしいんでないのかなと

いう感じはしたんですけども、研修先も、去年、私たちも見学させていただきましたけど

も、やはり、地元の意識改革を踏まえながら視察を計画した方が、ある程度、参加人数も

多いのかなっていう感じはしたんですけど、その辺いかがでしょうか。 

それと、強い農業の実施計画についてですけども、バルククーラー等は年代的にガスの

交換というような形で新規に採用された部分もありますけども、やはり、今、農機具の高

騰がかなり進んでいて、そういう農業機械までも、ある程度、幅を広めていってほしいな

という感じするんですけども、その辺、対象にならなかったのか、その辺をお聞きします。 

住民生活課長補佐 山 下 智 昭 君 

ただいまの視察に関しまして、地元の意識改革、こちらを踏まえた上での視察というこ

とでございましたけれども、議員おっしゃいますとおり、昨年、地域運営組織が立ち上が

りまして、そちらの立ち上げと運営というところに注力した部分がございまして、そこで

地域の皆様の意識改革を努めて、調整を図っていった上で、今後、新しいメンバー等もご

ざいますので、また次回、そちらを踏まえた上での視察を計画してまいりたいというふう
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に考えてございます。 

住民生活課長 村 上 貴 紀 君 

空き家の除却に関してですけれども、昨年実施しました空き家の外観調査、実態調査に

基づいて、今年１月に、そちらの空き家調査の方で空き家と認定しました物件の所有者又

は管理者に対しまして、適正管理のお願いということで通知をさせていただきました。そ

の中で、除却支援の情報ですとか空き家バンクへの登録の促進等々の情報も踏まえて通知

させていただいておりまして、数名の方から問合せ等もありましたので、令和７年度で除

却の方向で考えていきたいという方もいらっしゃいましたので、令和７年度、今の制度に

つきましては、最終年になりますけれども、そちらの方で考えていきたいというようなお

話もあったということもありますので、令和７年度当初予算についても同様に予算計上さ

せていただいているところですので、よろしくお願いいたします。 

産業建設課長補佐 新 野 貞 治 君 

私の方から幌延町強い農業担い手づくり支援事業に関する御質問にお答えいたします。 

まず、本事業、次世代に向けての生産基盤の再整備、環境に配慮した持続可能な生乳肉

用牛生産をお図るというのを目的にしているところでございます。 

無量谷議員御指摘のとおり、近年、作業機械なんかもかなり高騰しているということは

承知しておりますけれども、こちらの事業、生産基盤の再整備ということで、生産施設に

おける機械ですとか、もろもろの更新を目的にした事業ということで、作業機等の農業機

械の更新には対象にならないということで、もし、そういったものの支援要望等あれば、

また別な事業を検討していかなければならないかなと考えております。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

集落支援の関連でお伺いします。 

これ、集落支援活動運営事業というのはＮＰＯの話をされてるのか、ちょっと、その確

認を。 

住民生活課長補佐 山 下 智 昭 君 

こちら、集落支援活動運営事業につきましては、議員おっしゃるとおり問寒別地区で誕

生しましたＮＰＯ法人に対する支援に関しても一部含んでいるものでございますが、基本

的には問寒別地区での集落対策に要する現場的経費を一括して計上している事業でござい

ます。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今年の予算委員会でも質問いたしたんですけど、そのときに集落支援活動の中に借上料

ですか、地域協力隊の事務所として借り上げたけど、その後、大家さんの都合で使用でき

なくなったんだけど、予算上、契約上の都合があるんで６か月分の家賃を計上していると、

借上料も含めてですね。そのときに、ここにも答弁書はあるんですけど、副町長の方から、

弁護士を通じて、今、契約解除に向けて相談しているんで予算を計上したんだという説明

がございましたが、今日までにその結果がどうなったか説明がないんですけど、これ、い
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かがなもんでしょうねえ。説明不十分というか、私が聞かないから報告がないのか、その

辺の見解は、副町長いかがですか。 

副町長 岩 川 実 樹 君 

結果どうなったのかというのは、ちょっと、御報告いたしてませんで、大変申し訳あり

ません。それで、去年の３月の時点、ここでは契約解除の通知っていうのは３か月前にし

なければならないという規定が契約書の中にございました。弁護士等との見解も聞きまし

て、やはりそこは守らないとならないよということなので、結果としては６月いっぱいを

もって契約解除いたしました。ですので、６年度については３か月分だけは借上料は支払

わざるを得ませんでしたけれども、７月以降の借上料というのは執行しておりません。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今、副町長、淡々に説明されてますけど、町長に伺います。この説明責任ちゅうのない

んですか、これ。我々、ただで議会に来ているんじゃないですよ。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

深澤博幸さん、総括の方でやっていただけますか。 

（深澤議員「関連ならダメかい。」の声あり） 

総括の方でお願いします。 

（深澤議員「わかりました。」の声あり） 

ほかにございますか。 

１  番 高 橋 秀 明 君 

幌延町の商工業経営力強化実装支援事業８５０万減になっているんですけども、ここ数

年、例えば、令和３年ぐらいから遡って、こういう減額が必ず生じているのかどうか、そ

の辺のことについてお調べ願いたいと思います。答弁をお願いします。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

ただいまの御質問ですけれども、商工業経営力強化実装支援事業につきましては、令和

６年度につきましては、備品、工具器具、車両、こちらの内容で１４件の実績ございます。

補助金額としては１，１４２万８千円というような実績で、この事業につきましては、名

称を変えながらも商工業者さんのソフト面の支援を行っておりますが、十分な予算をもっ

て毎年度運用しておりますので、予算が足りなく申請を受けれないというようなケースは

ございませんで、ほかの事業との予算、トータルで見ながら、申請内容を通ったものにつ

きましては、全て補助、支援しているというな状況でございます。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

よろしいでしょうか。ほかに歳出一括の質疑ございますか。 

５  番 植 村   敦 君 

４８ページの障害者福祉費の中で、この障害者介護給付・訓練等給付金、大きく減額さ

れておりますけども、なぜこのような大きな減額になったのか一つ伺いたいのと、もう一

つは保健推進費の中で、次の５３ページ、予防事業で、これもまた大きく７３１万３千円

が減額になっております。これ、定期と任意とこう分かれてはいるんですけど、両方とも

減額になっています。何が要因でこういう大きな減額になったのかお聞きします。 
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保健福祉課長 島 田 幸 司 君 

お答えいたします。 

今、植村議員がおっしゃっているところは、４８ページの障害者福祉管理費のところで

よろしいですか。 

障害者福祉管理費で７７６万７千円の減となっております。こちらにつきましては、ま

ず、子ども発達支援センター事業の７５万３千円増額があります。こちらの方は、当初見

込んでいた利用人数よりも利用実績が少ないということで、障害児通所給付費も減額とな

りました。そのため、３町で行っております幌延、天塩、遠別のそれぞれの負担金が増と

なったということで増額にはなっております。また、障害者介護給付訓練等の給付費並び

に障害者自立支援医療給付費、こちらの方が大きく減額となっているというところですけ

れども、こちらの方、当初予算では前年度実績人数に新規の利用者も見込んで当初予算の

方は計上しております。ただし、新規の利用が少なかったことと、あと、就労継続支援に

ついて、就労継続支援対象者の方が令和６年度中は就労先が見つからなかったということ

で、その辺の相談等の給付がなかったということで大きく減額になっています。以上です。 

保健福祉課長補佐 山 本 恵 美 君 

私の方から予防事業の減額について説明させていただきます。 

こちらの方は、主に予防接種ワクチンの委託料でしたが、今年度のインフルエンザの予

算が５５０人で見ていましたが、実績は３８０人程度、コロナの方が４５０人でしたが、

実績は２４０人ということで、接種がまず少なかったこと。それプラス、今年はお子さん

の出生数も少なくて、それで委託料の方が減となっております。以上です。 

５  番 植 村   敦 君 

はい、分かりました。 

今、この先の方の障害者給付金の減額の理由で就業委託先が見つからなかったっていう

ような、ちらっと話をされたように思うんですけども、これ、一体どういうことなのか。

対象者が高齢で就業できなかったのか、それとも本当に働きたい場所がなかったのか、そ

こら辺、もうちょっと。 

保健福祉課長 島 田 幸 司 君 

就労支援の対象者の方は何名もいらっしゃるんですけども、その中では、令和６年度中

の就労支援に携わる相談等を受ける方がいるんですけれども、体調不良ですとか、そうい

う理由で就労先が見つからなかったということではなくって、体調不良で、今はもう少し

家の方で休むですとか、そういう方が数名いたということで、相談件数が少なかったとい

うことですね。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、歳出一括の質問、質疑ございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより、歳入一括の質疑を行います。 
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５  番 植 村   敦 君 

２７ページの農林水産国庫補助金の、この物価高騰対応重点支援地方臨時交付金という

１，６００万ほどが新規で計上されております。中身の内訳を詳しくお聞きしたいと思い

ますけども、お願いいたします。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

この臨時交付金については、強い農業担い手づくり支援事業の財源として事業実施充当

しているところでございます。なので、農業経営の機械の導入支援ということで、この交

付金はメニューと合致しているので、財源として使っているというところでございます。

以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、歳入一括の質疑ございますか。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

同じく、２７ページの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金７５万３千円減額と、

一番下団の方に同じ項目で新規で計上されている１億６千万、何でこれ、こういうからく

りっちゅうか数字になってくるのかと。その交付金の内容お聞かせ願いたいと思います。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

暫時休憩します。 

（１１時３８分 休  憩） 

（１１時４２分 開  議） 

休憩を解いて会議を再開します。 

総務企画課長補佐 渡 邊 智 民 君 

ただいまの深澤議員からの御質問ですけども、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金、こちらが先ほど産業建設課長からの答弁でもありましたけども、農業費国庫補助金の

方には１，６８１万８千円新規計上されております。こちらについては、国の令和６年度

国の補正で予算が付いた分で、推奨事業メニューと言われる分で、そちらに１，６８１万

８千円、町の方に配分されましたので、その分を強い農業担い手づくり支援事業の方に充

当しているということになります。もう一方、民生費国庫補助金の方では、物価高騰対応

同じ交付金の名前で７５万３千円の減額になっているんですけども、こちらは、低所得世

帯への支援メニューということで、そちらの方の交付金の枠が、当初、２，１９４万４千

円計上したんですけども、歳出予算の住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業７５万３千

円の減額に合わせて、こちらの歳入につきましても７５万３千円の減額になっているとい

うことで、充当先が民生費。要は３款の民生費に当たるものと６款の農林水産業費の方に

充当するもの分かれてるもんですから、このように歳入の科目についても民生費と農林水

産業費の方に分かれて計上しているということになります。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今の説明でさっぱり分かりません。 

あなた方職員は理解していると思いますけど、私も含めて一般町民は全然理解できませ
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ん。もう少しかみ砕いで説明すべきでないかと思いますけど、今後についていかがです

か。 

総務企画課長補佐 渡 邊 智 民 君 

説明の仕方が下手くそで申し訳ありません。 

その科目がなぜこう分かれているのかということなんですけども、こちらは歳出予算に

合わせて歳入の科目もこのように設定してるということなんですね。ですので、住民税非

課税世帯の給付金については３款、民生費でやっておりますので、こちらの国庫補助金の

方につきましても、２款、民生費国庫補助金というところに予算計上していますし、強い

農業担い手づくり支援事業につきましては６款の農林水産業費で歳出予算計上しておりま

すので、歳入についても、１４款、国庫支出金の中の６款、農林水産業費国庫補助金のと

ころに予算計上しているということになります。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

そういう分かりやすい説明を、きちっと町民に向けて発信することができないのかって

聞いているんですよ。 

できるか、できないか、それ聞いているだけだ。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

申し訳ございません。 

やはり、今、議員の方から御指摘ありました、より分かりやすい、町民にも分かりやす

い説明をというようなところでございます。 

以後、こういった議場におきましても、そういった、できるだけ分かりやすく誰にでも

通じるような答弁に努めていきたいというふうに考えております。よろしくお願いします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、歳入一括の質疑ございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

これより、総括の質疑を行います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

先ほど総括でやれという議長からの指示なんで、総括で先ほどの問題です。 

町長に先ほど伺った説明責任は、町長としてどのような見解でおられるか。説明しなく

てもいいのかっていうことですよね。それをまず伺いたいと思います。 

町  長 野々村   仁 君 

それぞれ、やはりそういう不透明な部分というのは、きちんと説明すべきだと私も感じ

ております。ただ、交渉をする相手方との接点としては、なかなかその接点が取れなかっ

たというところでもありました。明確なところが出ないうちに、こんなふうですみたいな

話はなかなかできなかったというところもございます。ただ、その経過に、先ほども６月

まで、３か月前に告知をして、そこからは切れるということで、６月まで賃金を払うこと

は確定ができたわけですから、その分だけでも御説明をすべきだったなと今反省をしてい

るところでもありますけれども、今後についても、どのような接点で、どのような交渉が
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できるかというのは、もう今でもなかなか難しいところにいるというところでもございま

すから、その時点で説明がつけられなかったということを御理解をいたければと思ってい

ます。ただ、先ほどの説明のところでは、早期にそこが判明したときには説明をすべきだ

ったと反省をしているとこです。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今、町長の答弁で、ある程度は譲歩しましたが、我々も質問する以上、お答えははっき

りしなかったら次の質問にも移れないんで、今後は十分、お互いに気を付けて議会運営と

いうか、やりとりをやっていただきたいなと思います。 

それで、先ほど副町長が３か月分は払ったって言いましたが、これ３か月幾らだったの

かと、この答弁書にも、予算委員会のですね。移転先、新しい事務所、協力隊の事務所立

ち上げましたよね。そこへ、この同じ大家さんからデスク用の備品も借り上げていらっし

ゃるんですよね。ここにも答弁がありますよ。その備品はいかがされたんですか。その契

約解除なった後。 

住民生活課長補佐 山 下 智 昭 君 

まず、元々の協力隊事務所の家賃の金額についてですけれども、当初予算で１１万５，

５００円の月額を６か月分ということで計上させていただきましたが、その後、弁護士交

えての相談の結果、６月末での契約の途中の解除ということが完了する目途がたちました

ので、６月補正の段階で残りの３か月分を減額したという経緯がございます。当初の元々

の事務所の方でお借りしていましたリースの物品に関しましては、新しい事務所の方には

そのリースの物品を移転しておりませんで、同じく、３月末でリースの物品の期限、契約

は切れておりましたので、そのまま古い事務所の方に留め置いて、置いてきたという状況

でございますので、新事務所の方では使っておりません。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今の説明聞いたら最初の話と全然違う答弁してるんですよ。 

ここに予算委員会の答弁書あるんですよ、僕。これ俺が作ったわけじゃないから。議事

録として残っているんですよ。きちっと書いているんですよ、これ。地域おこし協力隊の

ディスク周りの備品であったりＯＡ機器ですとか映像機器、こういったものは一般備品と

して、言ってんですよ。それを借り上げてんですよ。そう、山下さん言ってんだよ。それ

を今の話は全然違うでないですか。１１万５千、６月末、これ６月の定例会で記憶にない

ですけど、補正でやったっちゅうんだけど、聞かないから、計上されたのは、理解できな

いのか分かんないんですけど。それであったら、さっきから言っている説明責任ちゅうか

さ、事前に聞いていることをちゃんと答えてくださいよ。それじゃ全く不信感を抱くよ、

これ。おたくたち真面目にやっても我々理解しなかったら議会通らないですよ。これで、

新しい予算も反対議決されたら執行できないんですよ、これ。もっと真剣に答えてくださ

いよ、これ。やってられないよ、本当に。 

住民生活課長補佐 山 下 智 昭 君 

令和６年度の当初予算では、リース物品に関しての予算は計上しておりませんので、そ

もそも使うという予定は６年度の当初予算上ありませんでした。ですから、どこかの決算
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委員会か予算委員会でしょうか、答弁があるということでしたけれども、家賃に関しては

６か月を計上すると。６年度の当初予算で６か月を計上して、３か月で中途契約解除の目

途がたったので、６月補正予算で全て減額補正をしていると。 

物品のリースに関しては、元々使っていたものは１年度のリース契約でしたので、３月

末のリース契約をもって終了しておりますので、４月以降の６年度の予算は計上しており

ません。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今、山下さんは計上してないっておっしゃっているが、我々は数字しか分からないんで

すよ。その中身について、質問しないから当然分からないんですけど、リース代金ってい

うのは家賃も含めて、備品関係も含めてっていう理解をしているんですよ、私は。だから、

今言ってる借りてないなんて言われてもさ、リース代金に含まれてたらそう思ってしまう

んでない。いかがですかそれ。 

住民生活課長補佐 山 下 智 昭 君 

申し訳ございません。一部訂正させていただきたいんですけれども、家賃の中に含まれ

ている複合機などのリース物品に関しましては、一部、家賃ということで３か月計上して

いる部分がございましたけれども、それ以外のパソコンですとか映像機器ですとか、そう

いったものの物品のリースというのは、また別に契約をしておりまして、そちらの方が６

年度には、当初予算には計上していなかったという答弁とさせていただきたいと思います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

お互いの言い分ちゅうのがあるんだと思いますが、我々が質問して理解できるような答

えをしてくださいってことなんですよ。 

何か知らん、雲につかまれたような話をしてねえ、借りたものに関しては支払うという

のは当然の義務ですけど、法律上、弁護士を交えて、法律上の理解はある中でね、我々、

云々って話はできないんですけど、やっぱり町民の税金を使っているわけですから、私は

チェック機関ですから、そのことを私は伝えたいんですよ。私に説明されても、私が町民

に向かって聞かれたときにどう説明すべきかというふうに答弁をしてくださいということ

をお願いしているんですよ。町長、うんうんって唸っているけど、いかがですか。 

町  長 野々村   仁 君 

大変なかなか複雑な話でございましたから、明確に分かるような説明が今までもあれば

良かったのかなという気がしますけども、多分、私が感じるところによると、やはり、リ

ース物件で借りていた、そういう映像とかパソコンとかというそういう機器類というのは

リース代を払いながら借りてきてたということを、まず一つ置いたことと、複合機、印刷

機ですよね。ファクシミリ、印刷機はそういう中に入ってたということが今、理解された

んだと私は思っています。そこの借りると複合機が付いているんで自由に使ってください

みたいな感じだったのかなって私自身が理解をしております。 

そこが、こういう機械で、それ含みだっていうことで部屋代を借りているんで、先ほど

言った、途中でやめるというもの自体が、短縮、弁護士を挟んで、この３か月たったら、

あそこからは切れるよということで、そこまでで短縮はできたんだけども、その中には部
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屋と複合機が一緒になっているから、そこにはお支払いしたことにはなるという。使わな

くてもなったということ自体は、現実、私自身では、ちょっと、後で違ったら訂正してく

ださい。私自身はそういうふうに受け止めておりますから、そのリース物件である部分と

部屋として一体になってるもの自体との賃貸契約が、それぞれ、皆さんに明確に伝わって

なかったのかなというところがございますので、今後、そういうこと自体も含めて、それ

ぞれ、そういう賃貸物件なのか備品なのかも明確に、それぞれ、お話をして、理解ができ

るような形で説明責任を負っていきたいと考えています。ただ、今回についてはそういう

形で経理をしたし、相手がなかなかならないんで、弁護士を相談をしながら、そういう処

理をしてったということで、今回、６月まで払わなかった部分が３か月で何とか済ませた、

あそこは、それなりの御努力で、そこまでの損失はなかったということで、そこは、先ほ

ども言った備品の中ではなくて部屋の中にある複合機はあそこに含まれていたという、そ

ういう理解でいいのかなという気はしています。 

６  番 無量谷   隆 君 

今の関連でするかもしれないんですけども、以前のね、主要の町で改築とか、そういう

支援はしてると思うんですけども、それらについて、町として改修できていたのか、その

辺を確認したいんですけども。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

休憩を解いて会議を再開します。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

ただいまの御質問ですけれども、商工業の支援事業のお話ということでよろしいでしょ

うか。ちょっと質問の意図を確認させていただいてからお答えしたいと思うんですけど。 

商工業の振興促進補助、こちらを令和元年に建物の改修ということで支出しております。

ただ、現状、当課といたしましては、この法人がなくなったという事実を承知してない、

把握しておりませんので、補助金を返還するとか当時の実態がどうなってるかっていうこ

とは現時点では把握しておりませんので、返還というような協議はまだしておりません。

以上です。 

６  番 無量谷   隆 君 

ある程度、もう１年以上たっていると思うんですけども、それの件も分からないで町運

行をやっている自体がちょっと怠慢でないのかなと思います。その辺、留意をして精査し

ていただきたいなと、鮮明に出していただきたいと思います。以上です。答弁後でいい。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに総括の質疑ございますか。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

すいません、３１ページのふるさと応援寄附金なんですけど、年度当初１，６５６万予

定していたんですけど、４４６万の減、これ、件数にして幌延町どのぐらいふるさと応援

の件数が減ったというふうに見てよいのかお尋ねします。 



27 

 

総務企画課長補佐 梶   淳 君 

齋賀議員の御質問にお答えいたします。 

決算見込みに伴いまして、ふるさと応援寄附金を当初予算から減額補正しております。 

ちょっと、正直、件数ってのは単純な比較がなかなか難しくて、１件１件の単価の平均

額というか、単価の金額も安いもの５千円から高いもの３万円５万円とございますので、

なかなか、正直、金額の実績に基づいて精査で決算見込みを出しているというのが実情で

すので、件数については明言できないというのが実情です。よろしくお願いいたします。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

はい、分かりました。 

ふるさと応援基金の中には６項目ぐらいあって、応援してくれる人がマイステーション

とか福祉及び保健とかいろいろ選べると思うんですけども、後でよろしいので、それぞれ、

どういう状況かと伺いしたいなと思いますんで、よろしくお願いします。 

それと、あと、３３ページに宝くじ交付金３００万当初予定していたんですけども、こ

んだけ減になってしまったと。この宝くじ交付金で、それぞれの団体が宝くじ交付金でこ

ういう備品を揃えたい、こういう活動をしたいというのが当初あったと思うんですよ。こ

の足りなかった分で団体さんの要望が叶えられたのかどうか。叶えられなかった場合は町

の方でほかの財政からその団体が活動できるように持っていくのかどうかちょっとお伺い

します。 

総務企画課長補佐 渡 邊 智 民 君 

ただいまの宝くじ交付金に関する御質問ですけれども、こちらについては当初３００万

円計上しておりまして、決算見込みに合わせて今回１１３万円の減額なんですけども、こ

ちらについてはサマージャンボの収益金に係る配分金の見直しがありまして、令和５年度

までは均等割と人口割に基づいて配分されていた項目があったんですけども、それが令和

５年度をもって終了したことによって、令和６年度はこのように減額になったということ

になります。なお、こちらの交付金については、本町についてはホームヘルプサービス事

業の一部に財源を充てておりますので、これを使って何か備品を買ったりだとか、そうい

うことには使ったりしておりませんので、ホームヘルプサービスの方に充当して使ってお

ります。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに総括の質疑ございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、総括の質疑を終わります。 

ここで、総務企画課長補佐 梶淳君から、答弁の訂正がございます。 

総務企画課長補佐 梶   淳 君 

先ほど、歳出一括の中でエネルギー関連施設見学会の歴代の参加人数について深澤議員

から御質問を受けていたところです。調べの時間かかってしまって申し訳ありません。 

まず、子供向けの見学会につきましては、平成１６年度から令和６年度まで累計で６０

６名、６０６名の参加となってございます。次に、一般の分につきましては、平成２７年
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度から６年度まで、途中、コロナのお休みもあるんですけれども、累計で１１２名１１２

名の参加実績となってございます。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ただいま議題となっております議案第４号は、討論を省略し、原案のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

ここで、昼食のため、１３時５分まで休憩といたします。 

（１１時４９分 休  憩） 

（１３時０５分 開  議） 

休憩前に引き続き会議を再開します。 

日程第１２ 議案第５号「令和６年度 幌延町国民健康保険特別会計補正予算」の件を

議題とします。 

議案第５号について、提案理由の説明を求めます。 

住民生活課長 村 上 貴 紀 君 

議案第５号「令和６年度 幌延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」について 

提案理由の説明を申し上げます。 

この度の補正の主な要因は、歳入では保険給付費等交付金に関連する道支出金及び基金

繰入金の減で、歳出では一般被保険者療養給付費及び高額療養費の減、国民健康保険診療

所特別会計に対する繰出金の増などによるものであります。 

それでは、１ページをお開きください。 

第１条第１項「歳入歳出予算」の総額は、歳入、歳出それぞれ既定の予算総額から１，

５６５万１千円を減額し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ３億４，２０４万１千円にし

ようとするものです。 

第２項の「歳入歳出予算の補正」の款項の区分ごとの補正額は事項別明細書により、そ

の概要をご説明いたします。 

８ページをお開きください。 

初めに歳出ですが、２款１項１目、一般被保険者療養給付費では負担金の実績精査によ

り２，９６６万８千円の減、同じく３目、一般被保険者高額療養費においても同様、負担

金の実績精査により１，１００万２千円の減額です。５款２項１目、国民健康保険診療所

特別会計繰出金では診療所の国保直診分交付金のうち運営費補助相当額の精査による２５

２万３千円の減額と電子カルテの導入経費に対する交付金相当額３千万円の増額との差額

２，７４７万７千円の増額で、補正後の予算額８，３３９万８千円の内訳は運営費補助分

が５，３３９万８千円、電子カルテ導入経費に対する交付金分が３千万円となります。７

款１項１目、予備費は、この度の補正の財源調整のため２４５万８千円の減額です。 

次に歳入でありますが、６ページにお戻り願います。 

２款１項１目、保険給付費等交付金では普通交付金分で歳出２款、保険給付費の減額に
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伴い同額の４，０６７万円の減額、同じく特別調整交付金分では歳出５款２項、繰出金の

増額補正の財源として同額の２，７４７万７千円の増額で、保険給付費等交付金全体で１，

３１９万３千円の減額です。４款２項１目、基金繰入金では実績精査による本会計の実質

収支がプラスとなる見込みとなったことから予算全額２４５万８千円の減額です。 

以上、議案第５号「令和６年度 幌延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」に

ついての提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳入歳出一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第５号は、討論を省略し、原案のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１３ 議案第６号「令和６年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予算」

の件を議題とします。 

議案第６号について、提案理由の説明を求めます。 

町立診療所事務長 古 草   勝 君 

議案第６号「令和６年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）」の提

案理由の説明を申し上げます。 

この度の補正の主な要因ですが、歳入では入院及び外来診療に係る診療報酬、一部負担

金の精査及び予防接種料や健康診断料の精査、歳出では未採用となった看護師等の給与、

共済費等の精査、医薬材料費の増額、派遣看護師の増員による増額、出張医の依頼回数増

に伴う報酬、費用弁償の増額などが主な要因であります。 

１ページをお開きください。 

第１条第１項「歳入歳出予算の補正」については、既定の歳入、歳出予算の総額に歳入、

歳出それぞれ４３１万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億６,０９８万２

千円にしようとするものです。 

第２項「歳入歳出予算の補正の款項の区分ごとの金額」は、第１表により御説明いたし

ます。 

２ページをお開きください。 
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歳入については１款、使用料及び手数料で２,６４５万１千円の減、４款、繰入金で３,

５５４万６千円の増、６款、諸収入で５３２万９千円の減、７款、国庫支出金は５５万円

の新規追加で、歳入合計４３１万６千円の追加補正です。 

続きまして、３ページの歳出については１款、診療所費４３１万６千円の増で、歳出合

計４３１万６千円の増額補正です。 

以下、歳出、歳入の順に、補正の主なものについて事項別明細書によりその概要を御説

明いたします。 

２２ページをお開きください。 

１款１項１目、診療所費は既定の予算額６億１,５６５万１千円に３３１万８千円を追加

し、６億１,８９６万９千円としており、補正の内訳は診療所人件費では看護師の未採用期

間の精査に伴い、２節、給料で３０４万３千円の減、３節、職員手当で９６万５千円の減、

４節、共済費で７４万５千円の減です。次に、診療所業務費では会計年度任用職員の給与

精査に伴い、１節、報酬で４５万９千円の増、２節、給料で４５万３千円の減、３節、職

員手当で２８万８千円の減、４節、共済費で１２０万７千円の減、給食材料費の高騰及び

注射薬剤が予定を大きく上回ったことから１０節、需用費で８５３万５千円の増、看護師

の補充が見込めないことによる看護師派遣業務委託料として８７万１千円の増、患者衣や

寝具の借上げ数量の精査により１３節、使用料及び賃貸料で６万２千円の減です。 

次に、診療所管理費では会計年度任用職員の給与精査等に伴い、１節、報酬で４万７千

円の減、２節、給料で２６万４千円の増、３節、職員手当で１０万７千円の増、４節、共

済費で１万２千円の増、費用弁償で１２万円の減です。 

２４ページをお開きください。 

医療技術職員住宅整備事業は事業費支弁となる給料と職員手当の振替内容の精査で増減

はありません。 

次に、医師業務強化費では出張医のスポット派遣日数の精査及び医師研修用務の精査に

伴い、１節、報酬で２３万２千円の増、３節、職員手当で２６万３千円の増、８節、旅費

で５０万３千円の増です。 

次に、歳入ですが、１８ページをお開きください。 

１款１項１目、診療所使用料では入院件数の精査により診療報酬で３００万円の減、一

部負担金で３７万１千円の減、外来診察件数の精査により診療報酬で１,１１１万７千円の

減、一部負担金で２４４万円の減、予防接種人数の精査により４９９万１千円の減、健康

診断人数の精査により４２９万円の減、１款２項１目、診療所手数料では診断書等の証明

手数料精査により２４万２千円の減、４款１項１目、一般会計繰入金ではこの度の補正の

財源調整により８０６万９千円の増、４款２項１目、国民健康保険特別会計繰入金では調

整交付金の精査及び電子カルテ導入に伴う加算により２,７４７万７千円の増、６款１項１

目、診療受託料では予防接種の人数精査により５３２万９千円の減、７款１項１目、診療

所国庫補助金では本年度導入した公用車に係るクリーンエネルギー自動車導入促進補助金

として５５万円の新規計上です。 

以上、議案第６号「令和６年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）」
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の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳入歳出一括の質疑を行います。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

看護師さんについてお尋ねします。 

１４ページなんですけども、２月１日現在で医療職３の看護師さんが８人ですよね。こ

の３月の年度末で、また、どなたかが退職されていくという予定があるのか、ないのか。

また、４月以降、新たに採用する、今、見込みがないということだったんですけども、こ

れまではね。４月以降の看護師の見込みがあるのか、お尋ねします。 

町立診療所事務長 古 草   勝 君 

看護師につきましては３月末で１名退職の予定でございます。４月以降につきましては

現在募集しておりますが、採用の見込みはございません。以上です。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

分かりました。 

いろいろ手を尽くしていると思うんですけども、新しくできた看護師さんの家、あれは、

今どういう状況なのかっていうのと、この７名になった場合、何か勤務上というか仕事上、

病院運営で何か支障になっていくことは考えられるのかどうかをお尋ねします。 

町立診療所事務長 古 草   勝 君 

まず、看護師の住宅でございますけども、現在、職員が１名、派遣看護師が３名の４名、

万度に入居しております。また、欠員に伴う支障ということでございますけども、現在、

派遣看護師５名採用しておりまして、その人数でシフトを組んでいるという状況でござい

ます。 

看護師の支障につきましては、現在のところシフトを組めておりますので、支障はない

状況でございます。加えますと、これまで採用してきた派遣看護師１名につきましては産

休代替の看護師１名を採用しておりましたけども、育休の明けた看護師が戻ってきており

ますので、３月末で１名退職となっても現在のところ診療に支障がない状況ではございま

す。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに質疑ございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第６号は、討論を省略し、原案のとおり決定するこ
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とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１４「令和７年度 町政執行方針」及び「令和７年度 教育行政執行方針」を行い

ます。 

町長、教育長から、順次、執行方針の説明を求めます。 

町  長 野々村   仁 君 

令和７年第２回幌延町議会定例会の開会にあたり、令和７年度の町政執行に臨む基本方

針と施策の一端を申し上げます。 

初めに、本年１月、第２１７回国会において、石破内閣総理大臣が行った施政方針演説

では、人材希少社会を踏まえ人中心の国づくりを進め、人を財産として尊重する「人財尊

重社会」と、すべての人が安心と安全を感じ自分の夢に挑戦し自己実現を図っていける

「楽しい日本」を掲げ、目指す国家像として危機管理を確立し、賃上げと投資がけん引す

る成長型経済を実現するとともに人財尊重を基軸として楽しさを実現できるバランスの取

れた国づくりを進める決意を示しました。そして、地方創生２．０を国づくりの核心とし

て位置付け、令和の日本列島改造として若者や女性にも選ばれる地方、地方イノベーショ

ン創生構想、新時代のインフラ整備、広域リージョン連携など、ソフト重視の施策を推進

し、多極分散型の多様な経済社会を構築していくとの方針を表明しました。 

確かに、我が国の生産年齢人口が減少を続ける中で、人口の増加期に作りあげられた社

会経済システムを同じように継続していくには限界があり、これからは人口減少を前提と

した持続可能なシステムへと転換していく方向性には共感せざるを得ず、本町もそうした

現実を直視し対応していく必要があると感じていますが、一方で、地方創生２．０が推進

しようとしている関係人口に着目した取組や若者・女性の力を引き出す取組、ＡＩ・デジ

タルの活用、農林水産業の高付加価値化など、地域が活力を取り戻す可能性や領域がまだ

あるのではとの希望もあります。こうした状況を鑑みると、これまで町が推進してきた取

組や施策・制度等を検証し再構築を図る時期にきているのだと考えます。 

次に、まちづくりの基本姿勢について申し上げます。 

私は、まちに住み生活をし、働き、学び、活動する人々が安心して暮らし、活動し続け

られる幌延町を目指し、産業を守り住民の暮らし向きを良くして地域の持続可能性を高め

られるよう、まちづくりに取り組みます。初めの部分でも触れましたが、人口減少社会・

人材希少社会は本町においても同様であり、幼年人口や生産年齢人口の減少はとても厳し

い現実となっています。しかし、それを悲観的に捉えずその現実にしっかりと向き合い適

応させながら柔軟かつ前向きにまちづくりを進めていくことが大切だと考えます。 

これまでマンパワーによって担われてきた仕事や仕組みについては、一部では担い手不

足等によって成立が厳しい状況のものがあります。今後はＡＩ活用やデジタル化など省力

化によって維持継続を図っていくか、あるいは、従来の社会システムや制度等の維持に固

執することなく住民の暮らしや産業を支えるための基盤は守りつつ現実の利活用状況や必
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要性、費用対効果、人員体制などについて持続可能性の観点から検証しながら、限られた

人や予算、時間などの経営資源を必要性が高く効果の期待が持てる領域や分野に転換又は

活用を図ることを選択肢の一つとして加え、検討することが必要となってきます。そのた

めには、町を取り巻く状況の変化や現状等について冷静に分析した上で住民の皆様と情報

共有し、相互理解を深めながら方向性を見出していきたいと考えています。 

「このまちに生きることに誇りと喜びをもって、未来へつなぐ、協働のまち、活力ある

まち、笑顔あふれるまち、いきがいと希望に満ちたまち、人に優しいまちづくりを進める」

とした幌延町民憲章の理念に立って、住民の皆様と行政との協働・総動により進めていき

ますので、小規模自治体における今後のまちづくりについて、これまで以上に皆様のお力

添えと積極的な参画を賜りますようお願いします。 

次に、予算編成について申し上げます。 

令和７年度の予算は、住民が将来に向かって希望を持ち快適に安心して暮らしていける

よう、中長期的な視点で産業・地域振興や公共施設等の長寿命化を進めるとともに、併せ

て町財政の健全性を考慮しつつ「人」「しごと」「まち」づくりを推進すべく編成を行い

ました。とりわけ、第６次幌延町総合計画の重点戦略に掲げる各種施策については産業の

活性化、移住・定住、少子化対策、子育て・高齢者支援、人材育成など、人口減少の緩和

と活力ある地方創りに直結する取組であることから、財源の重点配分を行い、事業費でお

よそ４億４千８百万円の予算を計上しています。継続事業は、事務事業評価による事業の

点検と見直しを行い、消費的経費は暮らしの安心安全や生活・子育て・教育環境及び産業

の維持安定に配意しました。また、投資的経費は産業振興と社会資本の長寿命化に配意し、

今後の整備を予定している義務教育学校や多世代交流施設については事業実施前の計画段

階において、より多角的な調査検討を実施しながら精査していくこととし予算編成を行い

ました。なお、令和７年度に実施を計画している事業のうち、制度設計や事業計画などの

策定に時間を要するものについては今後の補正予算により対応したいと考えています。以

上の結果、令和７年度の当初予算は一般会計６６億９，１００万円、公営事業会計１０億

５，４２２万７千円、公営企業会計７億８，１１３万９千円、合計８５億２，６３６万６

千円となりました。 

次に、第６次幌延町総合計画の体系に基づく、五つのまちづくり施策大綱に沿って、今

年度の主な施策を申し上げます。 

初めに「持続可能なまちづくりを進める」について申し上げます。 

近年、少子高齢化や転出による人口減少に加え、情報端末等を日常生活に活用する超ス

マート社会、持続可能な開発目標であるＳＤＧｓの推進など、社会を取り巻く環境や個人

の生活スタイルは年々多様化しており、その社会変化のスピードが加速しています。社会

生活の多様化が進む中で、魅力と活力にあふれたまちを形成するには、地域の身近な課題

について対話と情報共有を重ね、それぞれが自助・共助・公助といった役割を認識しなが

ら取り組むことが大切です。住民の声を把握し、町政に反映させるため、町政懇談会や各

種会合などの様々な場面において広く御意見をお伺いするとともに、広報誌やホームペー

ジ等を活用して、分かりやすい情報の発信に努めます。また、施策の推進に当たっては、
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住民参加の機会づくりに努め、地域課題を共有しながら検討を進めていきます。 

まちの交流拠点整備に対する取り組みについては、住民が憩い、集えるなど、生活の質

を高める多世代交流の場の整備に向け、昨年１２月に策定した「幌延町交流拠点基本構想」

に基づき基本計画と基本設計を行います。 

住民主体の自主的かつ主体的な活動を「協働のまちづくり活動支援事業」をとおして支

援し、協働のまちづくりを促進します。これまで行政による団体自治と住民による自治活

動で運営されてきた地域維持に必要な地域活動は、行政事務の複雑多様化による事務量の

増加と人員不足による行政サービスの低下、また、人口減少、少子高齢化、小家族化の進

行による集落自治の担い手の減少や負担増など、住民と行政双方の体力低下が顕著に現れ

つつあり、公共的活動の空白化が進行しています。そのため、町では地域集落の課題把握

や分析、住民懇談会を通して地域の未来像やあるべき姿を「地域づくりビジョン」として

まとめ、地域課題解決を担う住民主体の地域運営組織の形成を目指してきました。令和６

年度に問寒別地区において特定非営利活動法人として地域運営組織が設立されるに至り、

現在、地域に必要とされる機能を提供する拠点としての役割を果たすため組織体制を徐々

に整えつつ、取組可能な分野から暮らしに必要なサービス提供が開始されました。また、

これまで組織の運営や活動状況に伴走しつつ、行政的支援の方策について検討を進めた結

果、今議会におきまして、幌延町まちづくり基本条例第１０条に基づく新条例として、地

域運営組織の位置付けや役割、支援の仕組み等を定めた「幌延町地域運営組織に関する条

例」案を提案予定であり、関連する規則等の制定と併せ、これにより全町的に地域運営組

織による地域づくりの基盤を整備し、地域、住民、行政の総働体制での持続可能な協働の

まちづくりに向けた取組を前進させていきます。 

田園回帰の活発化やＩＣＴを活用した「ワーケーション」「ワークステイ」といった新

しい生活スタイルを実現する場として農山村及び過疎地域への関心が高まっています。こ

のような社会環境の変化へ対応すべく、本町がその場として選ばれるよう、引き続き移住

情報ＰＲ支援センター「ホロカル」を拠点に暮らしや就労など移住に関連する支援制度や

まちの魅力等について総合的な情報発信を行うとともに、ふるさと納税制度や特産品開発

販売等を通じて関係人口及び交流人口の増加に努めます。 

町内における住宅資源の利活用を促進するため「幌延町空家等対策計画」に基づき、状

況に応じたきめ細かな空家対策を実施するとともに、遊休資産所有者や住民に対し「空き

家・空き地バンク」への登録や活用を呼びかけ、町内における空き家及び空き地に係る需

給マッチングを進めます。また「民営賃貸住宅建設促進助成事業」及び「定住促進持家住

宅建設等奨励事業」の制度を延長し、賃貸住宅や持家住宅の取得整備等を支援して更なる

定住を促進するほか、喫緊の課題である問寒別地区の住宅不足を早期に解消するため、地

域おこし協力隊員用及び体験入居用として移住促進住宅を新たに整備します。 

社会情勢が大きく変化し地方分権が進展する中、複雑・多様化するニーズや地域課題に

対し柔軟で効率的な行政運営と質の高い行政サービスを目指し、昨年度に引き続き第６次

幌延町総合計画後期基本計画及び第３期幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定を

進めるとともに、デジタル化や特定の事務の郵便局への事務委託により住民サービスの向
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上と事務の効率化を図ります。 

子育てや介護に関する申請など、様々な行政手続きのワンストップ化や各種証明書のコ

ンビニ交付等、利便性を高める取組を推進するためマイナンバーカードの普及に努めます。

また、昨年度から３か年計画での実施を予定する「地図情報更新事業」を着実に進め、地

図情報システムに搭載した町内基礎地図情報の更新、関連地図情報及び新規情報の整備を

図ります。 

持続可能な行政運営を進めるために「人材育成・確保基本方針」を策定し、職員の育

成・確保等を総合的・計画的に推進していきます。また、住民に分かりやすい財政情報を

お知らせすることはもとより、有効な財源の確保や適正な基金管理・町債管理を行うとと

もに「公共施設等総合管理計画」等に基づく中長期的な視点による健全かつ効率的な財政

運営に努めます。また、宗谷圏域や西天北地域における地域課題の一体的・総合的な解決

と、圏域全体の活性化を図るため、関係市町村との連携協力を進めていきます。 

次に「活力と賑わいを創る」について申し上げます。 

近年における世界食料需給の変動や地球温暖化の進行、また、人口減少や農業農村の情

勢変化を踏まえ、昨年５月に我が国農政の基本理念や政策の方向性を示す「食料・農業・

農村基本法」が約四半世紀ぶりに改正され、法の柱となる理念の一つであった「食料の安

定供給の確保」が「食料安全保障の確保」へ改められ、より強い生産基盤の確立が進めら

れる中、食料自給率が高い北海道の農業・農村は、これまで以上に国民の生活安定や経済

の健全な発展を目的とした新たな食料システムの構築において重要な役割を担うことが期

待されています。酪農王国北海道の一員として、その一端を担う本町においても、昨今の

牧草生育期の天候不順による品質及び収量への影響をはじめ、原油価格や配合飼料価格の

高止まり、人口減少の進行に伴う担い手の減少や不足による労働力及び生産性維持確保へ

の対応や厳しさが一層増していく中にあっても、環境の変化に対応し得る酪農畜産の持続

的な発展と競争力の強化を図るため、広大な土地資源を活かした飼料安定生産により飼料

自給率を高水準に保ち、飼料生産基盤に立脚した経営の確立と環境保全型・地域循環型生

産構造の構築に向け、草地畜産基盤の総合的な整備を進めていくことが重要だと考えます。 

問寒別地区においては、農地の換地及び改良等を行うことにより産地収益力の向上を図

るため「国営農地再編整備事業」を推進します。道営畑地帯総合整備事業により整備され

た農業用水道施設の供用開始に向け、上幌延開進地区農業用水道施設改修事業により給水

管及び配水池を、問寒別地区農業用水道施設改修事業により給配水管等の整備を進めます。

また、並行して農業用水道の簡易水道への移管統合に向け、各地区の利用組合が保有する

営農用水関連資産等の調査及び条例改正など所要の手続きを進めます。農業用排水路及び

農地の機能回復等を図る幌延地区国営総合農地防災事業の円滑な推進に向け、国等の関係

機関への協力要請等を継続します。耕作放棄地の発生防止及び農業や農村が有する多面的

機能の維持増進を図るため「中山間地域等直接支払事業」及び「多面的機能支払事業」を

推進します。「草地生産性向上対策事業」により草地の改良や更新に係る牧草種子の購入

費用に対し支援することで草地型酪農及び肉用牛生産も推進し、自給粗飼料の生産・利用

拡大を図ります。町営牧場については、酪農家から預託頭数が減少傾向にありますが、酪
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農経営における省力、軽労化及び低コスト化や乳牛育成において重要な役割を担う施設と

の認識の下、適切な飼育管理体制の確保に努めます。今後のあり方についても並行して検

討を進めます。「乳牛検定組合補助事業」及び「生乳成分検査事業」により乳質改善及び

品質担保を図ります。「強い農業・担い手づくり支援事業」により生産施設の補修及び機

械装置の更新に対して支援することで継続的営農を見据えた生産基盤の再整備、環境に配

慮した持続可能な生乳及び肉用牛生産体制の確保を図ります。農業経営者の減少が進む中

にあっても、地域における生乳生産量の維持確保に努めるとともに、家族経営での営農が

困難になりつつある経営体への対応や地域農業の担い手の確保・育成など、課題解決策の

一つとして農業法人の設立等について農協と情報共有のもと検討を進めます。「農業支援

員活動事業」により酪農担い手育成センターとの連携のもと地域おこし協力隊制度を活用

し、新規就農に加え、雇用就農などの農業関連人材の確保・育成に努めます。「農業経営

継承奨励事業」により後継者への円滑な経営継承を図るとともに、後継者の早期かつ主体

的な経営参画を促し、経営基盤の強化と地域農業の持続的発展を図ります。「酪農ヘルパ

ー補助事業」により労働負担の軽減と生産コストの削減などを図り、経営体質の強化とゆ

とりある農業経営を推進します。「家畜伝染病救済対策事業」により牛サルモネラ症等の

家畜伝染病発生農場に対する防疫作業等に必要な費用について支援することで生産体制の

早期回復及び経済的損失の緩和を図ります。有害鳥獣による被害防止対策として「有害鳥

獣捕獲担い手育成支援事業」により従事者の確保に努めます。森林が有する地球温暖化抑

制、災害の未然防止・国土保全、水源涵養、保健・保養などの多面的機能の重要性が改め

て見直され、適切な森林整備等を進めていくことは国土や国民の命を守ることにつながる

ことから、町では「町有林整備事業」及び「豊かな森づくり推進事業」により森林資源の

循環利用や森林機能増進を図ります。森林環境譲与税基金を活用し「民有林整備支援事業」

「森林整備促進事業」による更なる民有林の整備促進を図ることに加え、「新生児誕生記

念木製品贈呈事業」により町民が町内産の木製品に触れ合う機会を通じて木材や木の文化

への親しみを深めるほか「町産ミズナラ樽活用事業」を通じて本町における地域材の特色

ある利活用施策についてＰＲを図ります。また、カーボンニュートラルの推進や森林資源

の活用に資する Jクレジット創出プロジェクトへの参加について検討を進めます。 

商工業は人口減少や地元購買力の町外流出増加、また、原油価格高騰等による物価高騰

の影響により商工業経営は依然、厳しい状況が続いています。加えて、経営者の高齢化や

後継者不足により事業の承継や経営の存続が危ぶまれる状況にあるほか、技術者や従業員

の確保、事業者の経営力強化を目指した経営発達及び事業継続への支援が喫緊の課題とな

っていることから、商工会と連携の下、商工業者の経営力強化や事業継続、従業員の確

保・育成を包括的に支援することに加え、地域おこし協力隊を活用した担い手の確保及び

人手不足の緩和に努めます。また、地域経済の活性化を目的とした「地域内消費拡充プレ

ミアム商品券発行事業」や「商工業応援スタンプラリー事業」への支援を通じて町内消費

を喚起し、地域経済の循環促進を図ります。商工業者に対する各種支援制度については内

容を見直したうえで支援を継続します。「商工業振興促進事業」により店舗の新築や改修

など事業の用に供する施設に関する整備費用への支援、「商工業経営基盤強化支援事業」
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により経営基盤の強化につながる設備投資への支援、「商工業人材育成促進事業」及び

「雇用支援事業」により企業人材の確保や育成への支援、「商工業経営支援資金利子補給

事業」によりコロナ対策資金に係る借入利子低減への支援等、これら施策を包括的に運用

することにより経営基盤の強化や活力ある地場企業の育成及び振興を図ります。また、喫

緊の課題である事業承継については、町内で商工業を営む個人又は法人を対象とした「商

工業事業承継奨励事業」の継続実施に加え、新規開業の促進及び事業承継の円滑化を目的

とした「新規開業スタートアップ支援事業」の創設により地域経済規模の維持・確保に努

めます。また「まちづくり事業」により地場企業等が行う新たな取組や起業への支援、

「協働のまちづくり活動支援事業」により地域ぐるみでの特産品創出に向けた取組等の推

進に努めます。「ふるさと応援推進事業」については、返礼品の充実を図りつつ、まちの

特産品ＰＲ及びふるさと納税増収に努めます。 

町では観光振興を通じて、まちが潤い元気になることなどを基本理念とする幌延町地域

振興計画に沿って観光資源の定着やまちの賑わい創出を推進しています。名林公園まつり

をはじめとした交流人口拡大に資するイベントへの支援を継続するほか、包括連携協定を

締結する株式会社北加伊道との協働や地域おこし協力隊制度の活用により観光振興施策の

推進を図り、イベント内容の充実や観光施設の魅力向上に努めます。 

特産品開発については、町産ミズナラ樽及びワイン用ブドウによる商品開発を引き続き

包括連携協定を締結する北大天塩研究林及び曲イ田中酒造株式会社並びに産学関連機関・

企業との連携の下、進めるほか、蕎麦及び羊肉などの地域資源を活用した特産品の創出に

ついても町内関係機関及び関係者との連携を図りつつ取組を推進することに加え、これら

資源の商品化や食関連イベントへの出展等を通じて本町のＰＲに努めます。 

深地層の研究については、日本原子力研究開発機構が「令和２年度以降の幌延深地層研

究計画」に基づき推進しており、令和５年度から開始された深度５００メートル調査坑道

の整備に向けた掘削工事が完了する見込みであり、アジア地域の地層処分に係る国際研究

開発拠点として幌延深地層研究センター地下施設を活用した先進的な安全評価技術や工学

技術に関する研究が進められます。町としては「三者協定」「深地層の研究の推進に関す

る条例」を踏まえた上で、幌延での研究成果が国内はもとより広く世界に向けて最大化さ

れ、次世代を担う国内外の技術者育成に寄与されるよう、研究の推進に協力し支援してい

きます。また、幌延の地下研究施設は最終処分場としない場所で技術を磨く「ジェネリッ

ク地下研究施設」であることや研究の目的及び成果など地層処分に関する知識の普及を目

的とした周知広報について関連情報の収集に努めつつ、広報誌等への記事掲載、おもしろ

科学館等のイベント開催等を通じて継続的に支援します。併せて、関連する調査・研究事

業についても協定や条例の趣旨を踏まえ、誘致又は受入れを推進します。 

幌延地圏環境研究所については、第３期長期研究計画が５年度目を迎え、地中でバイオ

メタンを生成する技術の実用化研究とヨウ素など有用資源の探索に重点的に取り組むこと

により更なる研究成果が期待されますので、引き続き研究の推進を支援します。 

再生可能エネルギーについては、道北地域における有用な資源である風力エネルギーを

活用するため、風力発電事業等への協力を通じ、地域における環境保全や温室効果ガス抑
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制など脱炭素社会推進への貢献を図っていきます。企業誘致については、これまでも事業

所等の新設に係る費用支援を目的とした「企業立地促進奨励事業」や各種商工業振興施策

等との包括的な情報発信に努めており、今後も有益な情報を提供し、企業の立地を推進し

ます。 

次に「健やかな暮らしを共にささえる」について申し上げます。 

国は、令和６年度から「健康日本２１」において「誰一人取り残さない健康づくり」と

「より実効性をもつ取組の推進」に重点を置き、「全ての国民が健やかで心豊かに生活で

きる持続可能な社会の実現」をビジョンに掲げ、健康寿命の延伸と健康格差の縮小に向け

た取組を進めています。こうした中、町では国や北海道の動向を踏まえ、今年３月に健康

増進法に基づく「幌延町健康増進計画」と食育基本法に基づく「幌延町食育推進計画」及

び自殺対策基本法に基づく「幌延町自殺対策計画」を包含した「幌延町健康づくり計画」

を策定し、町民の健康づくりを総合的かつ効果的に推進していきます。母子保健事業では、

妊娠・出産から子育てまで母と子の健康を確保できるよう産後１年以内の母子の心身ケア

や育児サポートを行う「産後ケア事業」のほか、妊産婦健康診査や新生児の聴覚検査に対

する助成事業を継続していきます。不妊・不育症治療費については、治療費の他に治療に

係る交通費や宿泊費への一部助成や特定不妊治療と併用して実施した先進不妊治療につい

ても費用の一部助成を継続していきます。また、妊娠期から出産・子育てまで一貫して相

談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ伴走型の相談支援を進めていきます。

疾病予防対策として、住民が健康に関する正しい知識を持ち、日常の運動や食生活などの

生活習慣を改善していけるようサポートするとともに、感染症に対する予防のため各種予

防接種費用の助成を継続し、予防接種が適切な時期に安心して受けられるよう努めます。

住民の自主的な健康づくり活動を進めるため、運動習慣の定着を目的とした運動教室や健

康的な食習慣を推進するため料理教室を実施するほか、「いきいきブルピーポイント事業」

を推進します。住民が安心して暮らせるよう、初期医療と２４時間救急医療体制の確保に

努め、消防機関や２次・３次医療機関、保健・介護機関との連携を促進するとともに診療

所スタッフの安定確保や医療施設の維持に努めます。また、災害時における迅速な医療の

提供を図るため、関係機関との連携を密にし、医療資機材の確保や装備強化など災害に対

応できる医療体制の整備について検討を進めます。歯科診療所については、老朽化した医

療機械器具の更新を計画的に進め、治療体制の充実を図ります。 

高齢者が様々な困難を抱えた場合でも、社会から孤立せず住み慣れた地域で安心してそ

の人らしい暮らしを続けられるよう、包括的に支援する「地域共生社会」の実現が求めら

れています。独り暮らしの高齢者等が地域で自立した生活ができるよう「高齢者等交通費

助成事業」と「高齢者生活支援事業」を継続実施するとともに、町内外の関係機関と連携

して各種介護サービスや福祉有償運送サービスの提供を行います。独居高齢者の安否確認

や安全を守るため、緊急通報システムの設置や安心バトンの配置を引き続き行うとともに

民生委員や民間事業者の方々と連携を図りながら地域で高齢者を見守る活動を推進してい

きます。認知症などにより判断能力が低下しても住み慣れた地域で安心して暮らし続けら

れるよう成年後見支援センターと連携し、市民後見人へのフォローアップと住民への普及
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啓発や相談対応、申立等の支援に努めていきます。 

介護保険事業は、令和６年度から８年度までを期間とする「第９期幌延町介護保険事業

計画・高齢者保健福祉計画」に基づき、自立支援・介護予防・重度化防止の取組を推進す

るとともに地域包括ケアシステムの推進、認知症施策の推進等を重点課題に掲げ、各種取

組を推進していきます。また、介護保険被保険者となりながらも、一度も介護認定を受け

ていない９０歳以上の高齢者を「町の介護予防の実現者」として表彰していきます。介護

予防のために高齢者の心身・生活状況の把握や相談支援に努めるとともに作業療法士等を

活用した閉じこもり予防のための「にこにこ教室」や運動・口腔機能の向上を図る「はつ

らつ教室」を継続します。また、今年度からの新たな取組として生活支援コーディネータ

ーが地域に貢献したい思いのあるアクティブシニアに有償ボランティアを担ってもらい、

身寄りのない高齢者や高齢夫婦世帯など、生活支援を必要とする方々とのマッチングを行

います。支え合いの仕組みをつくり、暮らし慣れた場所で高齢者が安心して暮らし続けら

れるように地域の高齢者の生活支援を行っていきます。施設介護の中心的施設である特別

養護老人ホーム「こざくら荘」は、収支不均衡が続いていますので、運営法人に経営努力

を求めるとともに運営費の一部に対し補助します。不足する介護職人材の確保のため外国

人介護福祉人材育成支援協議会への加盟を継続し、介護福祉士資格の取得を目指す外国人

留学生に対し奨学金の支援を行います。 

子育てにおける負担感の増大や保育ニーズの拡大など社会環境の変化により地域全体で

子育て家庭を支え、子どもを健やかに育む環境づくりが求められており、子育て支援施策

は今年３月に「第３期幌延町子ども・子育てプラン」を策定し、計画に沿って総合的かつ

効果的に推進します。安心して子どもを産み育てることができるよう妊産婦の健康相談や

母子保健事業など、妊娠期から出産・子育てまで様々なニーズに即した必要な支援につな

ぐ伴走型相談支援を充実し、経済的支援を一体とした「出産・子育て応援事業」や出産祝

金及び養育手当支給事業を継続します。また、子育て支援センターを中心に子育てに関す

る情報提供や交流の場の提供などを行い、安心して子育てができる環境づくりに努めます。

認定こども園や問寒別へき地保育所の運営体制を維持するとともに研修により職員の資質

向上を図り、安心安全な保育サービスの提供に努めます。また、言語や運動、リズム感等

の習得能力が高いと言われている幼児期に様々な経験を積み重ねられるよう英語教育、自

然体験学習、リズム教育などを継続実施するとともに育まれてきたことが小学校での生活

や学習に円滑に接続されるよう小学校との連携を図っていきます。また、近年の夏季期間

の高温に備え、体温調整の未熟な乳幼児を預かる認定こども園や問寒別へき地保育所への

空調設備の設置工事を進めていきます。放課後児童保育はスタッフの確保に努めるととも

に保護者と連携して安定的な運営を図ります。また、高校生までの「子ども医療給付費事

業」や「奨学資金貸付制度」などにより、子育て期の医療や教育にかかる経済的負担の軽

減を図ります。 

障がい者福祉については、令和６年度から８年度までを期間とする「幌延町障がい者総

合支援計画」に基づき、支援やサービス確保への取組を進めます。障がい者やその家族が

安心して生活できるよう自立支援制度の普及啓発と相談支援体制を維持するとともに在宅
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生活者の移動支援に資する「高齢者等交通費助成事業」を継続するなど、障がいの状態や

家庭、住宅などの状況に応じたサービスを提供していきます。また「障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律」に基づき、地域における障がい者等への支援

体制に関する課題や整備について情報共有し、関係機関等の連携の緊密化と地域の実情に

応じた体制整備を図るため、町内の福祉施設関係者や障がい者又は障がい者等の家族など

により組織される「幌延町障がい者総合支援協議会」を今年度立ち上げ、障がい者の日常

生活や社会生活を支援するための具体的な施策を協議し、地域における障がい者支援のた

めの社会資源を検証し、新たなサービスの開発や既存サービスの改善に取り組んでいきま

す。幌延町・天塩町・遠別町の３町で共同設置している子ども発達支援センターが安定的

に運営され利用者へのサービスが継続されるよう２町と連携を図っていきます。心身障が

い者等が治療や検査を受ける場合や自立支援や発達支援のために道内の専門医療機関等へ

通院又は通所する場合に障がい者等の経済的負担軽減を図るため、費用の一部助成を継続

します。知的障がい者の暮らしの場、生活支援の場となる幌延町立北星園やグループホー

ムについては、指定管理者である社会福祉法人との協定に基づき、業務が適切に管理運営

されるよう努めます。 

低所得者の自立を図るため、関係機関と連携して生活困窮状態への支援や生活保護世帯

の生活安定と自立に向けた相談・支援に努めます。また、高齢者世帯等の低所得者世帯に

対し灯油価格高騰時の暖房用燃料購入費の一部助成を行う「冬の生活応援事業」を継続し

ます。国民健康保険事業は平成３０年度に都道府県単位化が図られ、北海道が国保運営に

おける中心的な役割を担っており、令和１２年度を目途に全道の保険料負担の平準化が進

められていく予定となっていますので、これに伴い加入世帯の負担が激変しないよう考慮

しながら健全な運営に努めます。 

次に「生きる力と文化を育む」について申し上げます。 

幌延教育の発展に向けて、幌延町の子どもたちや地域住民の「学びの権利の保障」を最

上位目標に据え、幌延の子どもたちがこれからの予測困難な時代を乗り越え、持続可能な

社会の創り手となるよう自分で考え、他者と対話し、周りの力を活用しながら判断し、決

定して行動する力を育成するなどの教育を推進します。学校の教育では、これまで取り組

んできた「小中一貫教育」や「学力・体力の向上」「いじめ防止」「学校における働き方

改革」「ＩＣＴ環境の充実や遠隔授業の推進」等を引き続き推進するほか、地域の活性化

にもつながる「地学協働体制の構築」を推進するなど、本町の特性を活かした教育の充実

に力を注いでいきます。特に、小中一貫教育については義務教育学校の令和１０年度開校

を目指し「幌延中学校区小中一貫教育検討部会」を中心に子どもたちや保護者、地域住民

の声を存分に取り入れて作成した基本設計を基に開校準備を積極的に進めていきます。そ

うした上で、子どもたちの自律の確立と他者の尊重、多様な人々との協働をとおして学び

続け、豊かな人生を送ることができるよう、学びのための環境整備に努めます。社会教育

では、地域住民が生涯をとおして豊かに学び、生きがいを実感できるよう、幼児から成年、

高齢者まで、それぞれの年代に応じた学びの機会や学習成果の発表の場を提供するなど、

社会教育の活動への支援や環境づくりに努めます。施設の改修等については、今年度は、
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教員住宅建設工事、問寒別小学校屋外遊具の新設、教員住宅屋根及び外壁の塗装補修、ス

クールバスの更新、総合体育館トレーニング機器の更新を進めます。私は、幌延町教育委

員会の教育行政執行方針を尊重し、地域社会が持続的に発展できるよう、学校と地域が協

働して学びと社会参画の好循環を生み出すことにより地域創造の原動力となる教育施策を

推進していきます。 

次に「豊かな自然と安全を守る」について申し上げます。 

産業経済活動の拡大や生活行動の広域化、地域間交流の活発化などにより道路網は

「人・モノ・情報」の移動を支えるうえでより重要で必要不可欠な社会基盤となっており、

道路インフラの整備促進は地域住民にとって喫緊の課題である一方、昭和から平成にかけ

て整備された社会基盤の老朽化が進んでおり、安全確保に向けた点検と補修による長寿命

化についても並行して計画的に進める必要があります。北海道縦貫自動車道整備に伴う名

寄・稚内間における規格の高い道路整備については中川、天塩間における計画段階評価の

プロセスとして各種検討がされていることから、関係団体と連携の下、引き続き新規事業

化に向けた要請活動を実施します。国道４０号の整備は、令和５年度に天塩防災事業の幌

延インターチェンジ南口から幌延インターチェンジ橋までの区間が供用開始となり、幌延

町内における本事業の全てが完了したところですが、引き続き天塩町内の区間についても

早期事業完了に向け要請活動を継続します。道道整備については、稚内幌延線の幌延郵便

局前交差点から幌延小学校付近交差点までの道路改良工事が完了見込みですが、道道にお

ける車両及び歩行者の安全通行に資する道路整備の促進について北海道に対し引き続き要

請します。本町におけるインフラの整備及び維持管理については、建設業界における担い

手不足及び若手技術者や技能労働者の確保・育成を目的とした「働き方改革」に資する週

休２日制の確保・推進を図り、また、軟弱地盤区域での工事施工が及ぼす周辺環境への影

響等へ充分配慮しつつ推進します。町道整備については、令和５年度に着手した幌延北進

線及び令和４年度に着手した３条仲通線の道路改良工事を実施します。また、昨年９月の

大雨により損傷した上幌北進線外３路線の復旧工事を実施します。橋梁整備については、

橋梁長寿命化修繕計画に基づき大礼橋外４橋の補修工事及び最上橋外２橋の補修に係る設

計を実施します。道路維持補修については、損傷度合を適宜調査・確認の上、オーバーレ

イ、舗装の打ち換え及び横断管の改修等を実施します。また、昨年度に引き続き林道北幌

延線路盤改良、林道雄興問寒別線舗装補修等を実施することにより適切かつ計画的に町道

及び林道の維持管理を行いつつ道路交通の安全確保に努めます。昨年度に引き続き老朽化

が進む道路センター車庫の補修工事を進め、同様に老朽化が進む問寒別除雪センターの補

修に向けた設計に着手します。 

鉄道については、ＪＲ北海道が宗谷本線の名寄・稚内間を「当社単独では維持すること

が困難な線区」と公表して以来、鉄路は道北地域における重要インフラとの認識の下、持

続的に維持していくための仕組みづくりに取り組んでいます。沿線自治体などで構成する

宗谷本線活性化推進協議会では利用促進や経費節減等の事業計画を推進してきたところで

すが、昨年度に引き続き、関係者が一体となって利用促進等に取り組むことで令和８年度

の「事業の抜本的な改善方策の確実な取りまとめ」につなげることとしています。町とし
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ても鉄道利用の促進に資するイベントの実施・協力、環境整備などの取組に加え、地域に

おける公共交通手段確保や鉄道系資産活用の観点から、無人駅３駅については、当面は町

が管理人件費と駅舎等の維持管理費を負担することにより存続を図ることとしています。

住民の生活交通対策については「地域公共交通活性化基金」を活用し、バス路線の維持に

係る補助を継続して生活交通路線等の確保を図るほか、昨年３月に策定した「地域公共交

通計画」に基づき実施した地域デマンド交通実証運行の結果を踏まえ、持続的な地域公共

交通体系の構築に向けて生活圏域交通の維持及び利便性向上を図るとともに人材確保等体

制整備に努めます。また、高齢者等の交通弱者や自動車運転免許返納者の日常生活におけ

る利便性向上を目的としたハイヤー利用運賃等助成制度については、連携する地域デマン

ド交通実証運行を踏まえ、居住地域や世帯区分に応じチケット配布枚数を平均５割程度増

やすとともに世帯単位でのチケット利用を可能とするファミリーチケット制の導入により、

交通弱者等への支援の充実を図ります。 

公営住宅の機能維持を目的とした長寿命化改修を順次進め、今年度は「公営住宅長寿命

化改修事業」により宮園団地２号棟の屋上防水及び内外壁などの補修を実施します。名林

公園の保全については、専門家による樹木診断を継続的に実施し、その結果を踏まえ、適

宜、伐採など適切な処置を講じます。また、老朽化が進むふるさとの森森林公園木製複合

遊具の補修を実施します。水辺・河川の整備については、幌延市街地区三日月湖周辺の利

活用により新たな人の流れと賑わいを創出するため「幌延町かわまちづくり計画」を策定

します。 

簡易水道については、老朽化が進む施設や機器の更新を計画的に進め水道水の水質保全

と安定供給に努めます。今年度は、３条仲通線及び道道稚内幌延線の配水管布設替えを実

施します。また、問寒別市街地区浄水場整備に係る建設等工事及び導水管布設工事を実施

します。公共下水道については、整備以来２５年以上経過し、老朽化が著しい下水道管理

センターの汚水ポンプを更新します。また、今年度新築を予定する教職員住宅に接続する

汚水桝を整備するほか、３条仲通線の管路新設に伴う既設下水道管の残置工事を実施しま

す。また、簡易水道及び下水道事業会計の運用に当たっては、経営及び財務マネジメント

について専門的知見からの包括的支援を受けつつ円滑かつ適正な運用に努めます。 

地球規模での廃棄物の増加と質の多様化による環境破壊が深刻化しており、地球温暖化

や海洋汚染等が世界的な問題となっています。また、国内の一般廃棄物最終処分場の残余

年数が減少傾向にあり、持続可能な循環型社会形成に向けた取り組みが急務となっていま

す。西天北五町が現在使用している最終処分場の残余年数を延ばして、今後の費用負担軽

減を図っていくため、廃棄物の発生抑制や再使用に重点を置いた上で、再生利用とともに

スリーアールに関する取り組みを西天北五町衛生施設組合と連携して推進していきます。

また、西天北五町の有害鳥獣捕獲頭数が年々増加傾向にあり、処理をしている西天北五町

衛生施設組合の焼却炉の処理能力を超える見込みであることから、構成町の応分の負担に

より焼却炉を更新・整備し、被害等の未然防止に努め、生活環境の安全を図ります。幌延

町ゼロカーボンシティ宣言に基づき、２０５０年までに幌延町の二酸化炭素排出量の実質

ゼロを目指すため「地球温暖化対策実行計画」を策定します。住民の生命と財産を守るた
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め、消防・救急体制の整備を進めます。今年度は、昨年度からの継続事業である問寒別分

遣所の小型動力ポンプ付き積載車の更新を進めます。また、被災現場などでの救助活動を

円滑に行うための機材としてバッテリー対応のレスキューツールを購入します。なお、消

防の車両や資機材等については、機能維持が図られるよう計画的に更新していきます。防

災対策は災害時の被害を最小化する「減災」の考え方により住民の自助や共助意識を高め

る防災教育、住民の避難に関することなど、平時における市町村の役割が増しています。

風水害や土砂災害、地震、長時間停電など、突発災害への対応力を備えることが町として

の重要課題であることから、今後は令和７年１月に策定した「水害タイムライン」などを

基に防災意識を高める取組や防災教育を推進します。また、水害や感染症、避難所に対応

するための備蓄の増強及び備蓄品の管理方法等について検討を進めます。全国各地で被害

が後を絶たない特殊詐欺や闇バイトによる強盗事件から住民の皆様を守るため、天塩警察

署との連携を密にし、防犯ステーションや見守り活動を促進するとともに犯罪抑止効果の

高い録音機能付き電話機購入代金の一部助成を行う「特殊詐欺等防止対策機器導入費補助

事業」を継続します。 

「ポロヌプ」に開拓の鍬がおろされてから１２６年。鬱そうたる樹林に覆われた北の大

地を拓いた先人たちの労苦は筆舌に尽くし難く、前人未踏の地に踏み込む勇気と旺盛な行

動力を持った開拓者魂、そして、どんな労苦や困難にもくじけない不撓不屈の精神によっ

て幌延町の礎が築かれ、私たちは今日の繁栄を享受しています。私たちは、北緯４５度の

厳しい風雪に耐え、幾多の苦難を乗り越え、今日の「ほろのべ」を築いてこられた偉大な

先人に学び、感謝するとともにその意志を受け継ぐべき者たちとして「開拓者魂」と「不

撓不屈の精神」をもって様々な課題に立ち向かい「ほろのべ」の２世紀目を切り拓き、築

いていかなければなりません。皆さん、幌延町の未来創造に向かって力を結集し歩みを進

めようではありませんか。ここに、住民並びに議員の皆様の深甚なる御理解と御協力をお

願い申し上げ、令和７年度町政執行方針といたします。 

教育長 青 木 順 一 君 

令和７年第２回幌延町議会定例会の開会に当たり、令和７年度の教育行政に関する執行

方針を申し上げます。 

これからの予測困難である時代を見据え、一人一人の児童生徒が自分の良さや可能性を

認識するとともにあらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しなが

ら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手となる

ことができるよう、その資質能力を育成することが求められております。 

そのため、幌延町教育目標の改定に伴い、町内の各小中学校の学校の教育目標を見直し、

町内全ての学校において自立・尊重・協働をキーワードに学校経営を進めているところで

あります。また、義務教育学校については、小学校と中学校が一体となり、９年間を見据

え、中学校卒業時の１５歳の姿に関して、教職員をはじめ、保護者や地域住民の方々と共

有することや小学校と中学校で一貫した指導方法の継続性、指導内容の系統化が必要であ

ると考えております。令和７年度中には建設実施設計、解体実施設計を策定し、令和８年

度には施工業者の選定や解体工事、校舎等建設工事を進めていくこととしています。更に、
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引き続き学校保護者、地域住民の代表で構成された小中一貫教育検討部会や教職員で構成

された義務教育学校開校準備委員会での協議を重ね、本プロジェクトを着実に進めていき

たいと考えております。 

幌延町教育委員会としては、地域社会が持続的に発展できるよう学校と地域が連携協働

し、学びと社会参画の好循環を生み出すことにより地域素材の原動力となる教育政策を着

実に推進し、本町の教育行政の充実発展に取り組んでいきます。 

それでは、令和７年度の教育行政執行方針についてでありますが、目標として小中学校

の９年間で自立・尊重・協働の精神に基づき、持続可能な社会の創り手を育てていこうと

考えております。その手段として次の三つの大きな柱の下、教育行政を執行していきたい

と考えております。 

大きな柱の一つ目であります「学ぶ権利の保障」についてでありますが、子供たちがこ

れからの時代を生きていくために必要となる資質能力を小中一貫として、その発達の段階

に応じて確実に身に付けさせることが重要です。そのため、次の三つの取組みを重点的に

推進していきます。 

一つ目の教育内容の充実には四つあります。 

その一つ目は、学力、体力の向上であります。 

令和の日本型学校教育を目指し、個別最適な学びと協働的な学びを一体化し、主体的対

話的で深い学びの事業改革を行うとともに運動やスポーツに親しむ機会や運動の習慣化に

つながる取組を実施し体力向上を図ります。そのため、道教委指定事業の学校力向上に関

する総合実践事業を活用するとともに主体的対話的で深い学びに向けた事業改善による確

かな学力の育成、目的の一貫性、指導方法の継続性、指導内容の系統性がある小中一貫教

育の推進、教科担任制や小中交流学習、小中学校への乗り入れ事業を取り入れた指導の実

施、全国調査の結果の分析から見た根拠のある指導の工夫、自立的な生活習慣の定着など

を実施します。 

二つ目は、豊かな心の育成です。 

子供たちにとって善悪の判断を持ち行動するという力を身に付けるためには、安全安心

な環境の下、自己決定し、共感的人間関係を築き、自己存在感を味わうような環境に浸る

ことが重要です。そのため、いじめの未然防止に向けた教育相談の実施と心理的安全性の

確保、生徒指導の四つの機能を生かした自己指導能力の育成、多様性を理解し、他者を尊

重する人権教育の推進、スクールカウンセラーや心の教育相談員の効果的な活用などを推

進します。 

三つ目は、特別支援教育の推進であります。 

特別支援教育においては、共生社会の形成に向けて全ての子供が共に学ぶインクルーシ

ブ教育の充実を図ることが重要です。そのため、関係機関等と連携した特性の把握と支援、

幌延町子育てファイルや個別の教育支援計画等を活用した支援、幌延町教育支援委員会や

専門家チームによる支援、専門家と連携したケース会議の実施などを推進してまいります。 

四つ目は、特色ある教育の推進です。 

子供たちがこれからの予測困難な社会を生き抜くためには、ふるさと幌延町に誇りを持
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つことや技術革新に対する情報活用能力、国際社会の一員として求められているコミュニ

ケーション能力などを育成することが重要です。そのため、自然環境や産業などを生かし

た体験活動やふるさと学習の充実、キャリアパスポートや職業体験等を活用したキャリア

教育の充実、ＩＣＴの特性を生かした事業実践の推進、ＡＬＴや支援員を活用した外国語

学習の充実、遠隔教育による学びの保障を行ってまいります。 

二つ目の教育環境については、子供たちが快適で安全安心に学習できる環境を整備する

とともに教職員が子供たちと触れ合う時間等を確保するため働き方改革を推進していくこ

とが重要です。そのため、義務教育学校の設立に向けた建設実施設計等の策定を行います。

また、安全安心な環境づくりのために交通安全や防犯、防災教育の充実による安全確保、

コミュニティースクールを活用した学校運営の推進、地域の人的物的資源の活用や社会教

育と連携した体験活動の充実、奨学資金制度の活用を啓発してまいります。更に、教職員

の働き方を改革するため道教委指定事業の「働き方改革推進事業」を活用し、働きがいの

ある環境づくりを推進します。 

三つ目の教職員の資質能力の向上については、教職員は法令を遵守し、時代の要請に応

じて積極的継続的に研修に努めるなど、教職員としての資質能力の向上に努めることが重

要です。そのため、専門性を高める研修会等へ積極的に参加するよう促進すること、幌延

情報教育センター等が主催する実践的指導力を高めるための支援、教職員の服務規律の徹

底に努めてまいります。 

大きな柱の二つ目、生涯教育の推進についてであります。 

町民一人一人の主体的な学習や町民相互の学習活動、地域活動は、地域の連帯や教育力

を高め、豊かな暮らしを支える基盤となるものです。それらを推進するために幌延町第７

次社会教育中期計画の五つの柱に基づく社会教育事業を推進してまいります。そのため、

次の二つの取組を重点的に推進します。 

一つ目は、生涯学習の環境づくりについてです。 

町民一人一人が生きがいのある充実した人生を送ることができるよう、乳幼児から青年、

高齢者が参加できる多様な学習機会の拡充やその学習成果を生かすことができる環境をつ

くることが重要です。そのため、各種事業の精選と参加の促進、学習会や展示会、ふるさ

と体験チャレンジ教室、映画鑑賞会等の開催、町民が利用しやすい幌延町及び問寒別生涯

学習センターを運営してまいります。 

二つ目の学習機会活動の充実については、家庭教育、子供たちの健全育成、体験活動の

充実を進めるためには地域の教育資源などを生かした取組が重要です。そのため、自然と

の触れ合い事業や親子次世代交流事業の充実、幌延町子ども会育成連絡協議会やわらベン

チャー問寒クラブ等の活動の支援、生きがい教室等の高齢期学習を充実してまいります。 

大きな三つ目であります、生涯スポーツ、芸術文化の振興についてですが、町民の社会

参画活動を促進するためには、町民のスポーツ活動の支援や主体的な創作活動や文化祭事

業への支援、全国大会出場等への補助、施設の設備や機能を充実させるとともに文化活動

を支援していくことが重要です。そのため、次の二つの取組を重点的に推進します。 

一つ目は、生涯スポーツの促進と施設等の整備であります。 



46 

 

生涯にわたり健康で活力のある生活を送るため、スポーツ施設の充実や環境づくりを推

進します。そのため、各種スポーツ教室の実施やスポーツ行事等の周知、スポーツ協会や

スポーツ少年団等に対しての支援、各種施設の補修や維持管理を行います。 

二つ目は、芸術文化活動の推進であり、芸術文化に親しむ環境づくりでは、町内の施設

の環境整備や文化活動を広める町民の自主的な創作活動や地域の文化祭事業等を開催して

いる幌延町文化協会への支援を行います。そのため、生涯学習センターや美術館を活用し

た各種事業の実施、企画展や読み聞かせ、ブックスタートの実施による図書室の利用促進、

館内の技術員等と連携した郷土資料館の充実、文化協会や文化芸術活動に対して支援を行

ってまいります。 

以上、令和７年度の教育行政に関する執行方針を申し上げましたが、本町の「共に開き、

共につくり、未来をつなぐ笑顔と希望に満ちあふれるまち幌延」の推進に一層の努力を重

ねる所存です。 

町民の皆様、町議会の皆様の一層の御理解と御協力を心からお願い申し上げ、令和７年

度の教育行政執行方針といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

以上をもって「令和７年度 町政執行方針」及び「令和 7 年度 教育行政執行方針」を

終わります。 

ここで、１４時５０分まで休憩します。 

（１４時３４分 休  憩） 

（１４時５０分 開  議） 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

日程第１５ 議案第７号「幌延町奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定につい

て」の件を議題とします。 

議案第７号について、提案理由の説明を求めます。 

教育次長 伊 藤 一 男 君 

議案第７号「幌延町奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定について」提案理由

を申し上げます。 

この度の改正につきましては、本町を巣立った有用な人材が大学等を卒業し、一定期間

の修業や実習又は離職を経て地元へ戻ってきた際の支援の一環として、近年のＵターン志

向の高まりや若者の離職に関するデータ等を鑑みて、本貸付金を償還する際の減免規定の

一部を改正し、事業効果を高めようとするものです。 

それでは、配付しております新旧対照表により御説明申し上げます。 

幌延町奨学資金貸付条例第１１条第１項第１号中「卒業後、３年以内」を「卒業後、５

年以内」に改めるものです。 

次に附則でありますが、この条例は令和７年４月１日から施行する旨、規定しておりま

す。 

以上、議案第７号の提案理由といたします。 
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議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております「議案第７号」は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程１６ 議案第８号「刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関

する条例の制定について」の件を議題とします。 

議案第８号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第８号「刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の

制定について」の提案理由の説明を申し上げます。 

令和４年６月に刑法等の一部を改正する法律が公布され、同法の施行期日を定める制定

により、令和７年６月１日から施行することとなったことから、関係する６条例を改正し

ようとするものです。 

なお、改正の内容につきましては「懲役」及び「禁錮」が廃止され、「拘禁刑」に一本

化されたことによるものであり、関連する条例の改正は全て「懲役」若しくは「禁錮」を

「拘禁刑」に置き換えるものになりますので、説明につきましては該当する条例の条項の

み申し上げさせていただきます。 

それでは、配布した新旧対照表を御覧ください。 

初めに１ページ、改正条例の第１条は「職員の給与に関する条例」で、該当する条項は

期末手当に関する規定である第１９条の２第３号及び第４号です。同じく、第１９条の３

第１項第１号及び同条第３項第１号です。 

次に、２ページです。 

改正条例の第２条は「幌延町表彰条例」で、該当する条項は特別待遇の停止及び廃止に

関する規定である第１３条第２項第１号です。改正条例の第３条は「幌延町行政不服審査

会条例」で、該当する条項は罰則に関する規定である第８条です。改正条例の第４条は

「幌延町個人情報の保護に関する法律施行条例」で、該当する条項は幌延町個人情報保護

条例の廃止に伴う経過措置に関する規定である３ページになりますが、附則第３条第４項

及び第５項です。改正条例の第５条は「幌延町情報公開・個人情報保護審査会条例」で、

該当する条項は罰則に関する規定である第１７条第１項です。改正条例の第６条は「幌延

町議会の個人情報の保護に関する条例」で、該当する条項は罰則に関する規定である第５

４条、第５５条、及び、第５６条です。 

次に、附則ですが、第１項で、この条例は刑法等の一部を改正する法律の施行の日から
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施行することとし、第２項から第５項では、これまで定められていた条例等の適用に関し、

量刑等に齟齬が生じないよう経過措置を定めるものです。 

以上、議案第８号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております「議案第８号」は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１７ 議案第９号「幌延町地域運営組織に関する条例の制定について」の件を議

題とします。 

議案第９号について、提案理由の説明を求めます。 

住民生活課長 村 上 貴 紀 君 

議案第９号「幌延町地域運営組織に関する条例の制定」について、提案理由を申し上げ

ます。 

本条例は、これまで住民自らが地域課題に対して自分たちで工夫を凝らし、互いに協力

しながら解決し、持続発展させてきた地域集落が人口減少、少子高齢化、小家族化、地域

産業の縮小等により自助、互助、共助機能が低下し、いつまでも住み続けることが困難な

状況になっているため、幌延町まちづくり基本条例で表されている協働のまちづくりの理

念に基づき、地域集落で暮らす住民や団体が中心となり、地域集落課題の解決に向けた具

体的な取組を検討協議し、地域集落の自立的発展を促進するための総合的なまちづくりを

幅広く推進することで地域課題の解決と誰もがいつまでも安心して健やかに住み続けられ

る地域集落となることを目指し、制定しようとするものであります。 

それでは、各条ごとに御説明いたします。 

まず、第１条の前に、先ほど申しあげました本条例制定の背景や趣旨、目指すべき姿等

について宣明する前文を置き、第１条では、条例の目的について規定しております。第２

条では、この条例において必要な用語の定義について規定しております。第３条では、こ

の条例の目的を達成するための基本理念について規定しております。第４条では、地域運

営組織と町が協働して社会的活動を行う場合の基本原則について規定しております。第５

条では、地域運営組織を原則１地区につき１組織に限り登録することができる旨を規定し

ております。第６条では、地区全体を総合的に運営する主体としての取り組みに努めるこ

とや地域の課題を解決するための理念、基本方針、地域の将来像をとりまとめた計画の策

定に努めることとする地域運営組織の役割について規定をしております。第７条では、地

域運営組織と共に地域づくりを促進することや地域運営組織の活動に対する支援等必要な
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措置を講ずることなど、町の役割について規定しております。最後に第８条ですが、この

条例の他に必要な事項については町長が別に定めることを規定しております。 

次に附則でありますが、この条例は公布の日から施行することとしております。 

以上、議案第９号「幌延町地域運営組織に関する条例の制定について」の提案理由の説

明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております「議案第９号」は、討論を省略し、原案のとおり決定する

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

この際、日程第１８ 議案第１０号「令和７年度 幌延町一般会計予算」、日程第１９

議案第１１号「令和７年度 幌延町国民健康保険特別会計予算」、日程第２０ 議案第１

２「令和７年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計予算」、日程第２１ 議案第１３

「令和７年度 幌延町後期高齢者医療特別会計予算」、日程第２２ 議案第１４号「令和

７年度 幌延町介護保険特別会計予算」、日程第２３ 議案第１５号「令和７年度 幌延

町簡易水道事業会計予算」、日程第２４「議案第１６号 令和７年度 幌延町下水道事業

会計予算」の７件は関連がありますので、会議規則第３７条の規定に基づき、一括議題に

したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、議案第１０号から議案第１６号までの７件は一括議題といたします。 

議案第１０号から議案第１６号までの提案理由の説明を求めます。 

副町長 岩 川 実 樹 君 

ただいま一括して上程されました議案第１０号から第１６号までの令和７年度幌延町各

会計予算につきまして、配布しております説明資料に基づいて概要を申し上げ、提案理由

の説明とさせていただきます。 

１ページを御覧ください。 

初めに、政府予算案に触れさせていただきます。 

政府は、令和７年度予算を賃上げと投資が牽引する成長型経済へ移行するための予算と

して位置付け、ＡＩ、半導体、ＧＸ分野への投資促進や子育て支援の本格実施、防衛力の

抜本強化といった重要課題への対応のほか、地方創生交付金の倍増や公務員等の給与改善、
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経済物価動向の反映など、我が国が直面する内外の重要課題へ対応すべく、一般会計予算

総額で歳入歳出１１５兆５，４１５億円を計上しました。これは、前年度予算と比べ２兆

９，６９８億円、伸び率にして２．６％増加しております。歳入の租税及び印紙収入につ

きましては、所得税の増収や法人税及び消費税等の増収を含め１２．７％増の７８兆４，

４００億円を見込んでおり、公債金は２８兆６，４９０億円で、公債依存度は２４．８％

となっております。 

次に、地方財政計画ですが、歳入歳出規模は９７兆９４億円で、前年度と比較して３．

６％の増となっております。歳入の地方交付税につきましては１８兆９，５７４億円、前

年度比１．６％の増加で、地方税、地方交付税及び臨時財政対策債等の一般財源総額は６

７兆５，４１４億円で、２．８％の増となっております。 

次に、令和７年度幌延町各会計予算について御説明いたします。 

２ページを御覧ください。 

予算の総括についてです。予算編成に当たりましては、住民が将来に向かって希望を持

ち快適に安心して暮らしていけるよう、中長期的な視点で産業・地域振興や公共施設等の

長寿命化を進めるとともに、併せて町財政の健全性を考慮しつつ「人」「しごと」「まち」

づくりを推進すべく編成を行いました。また、総合計画における重点戦略を推進するため、

財源の重点配分を行いました。人件費及び扶助費を除く消費的経費の予算編成につきまし

ては、財源の効率的な活用を図りつつ、くらしの安心安全や生活・子育て・教育環境及び

産業の維持安定に配意しました。投資的経費につきましては、令和８年度以降、本格化す

る小中一貫校整備事業や多世代交流施設整備事業に備え、道路橋梁等の改良・改修や公共

施設の補修又は改修を前倒しして実施するとともに農業振興施策や商工業の経営基盤安定

強化施策、住宅不足の解消に資する施策など、産業の維持・安定や人口減少対策に資する

取組を進めることといたしました。また「地方創生総合戦略」として位置付けされる重点

戦略に基づき「稼ぐ産業をつくるとともに、安心して働けるようにする」や「まちへ新し

い人の流れをつくる」「結婚・出産・子育ての希望をかなえる」等のソフト事業への取組

も進めることとしております。 

１の各会計別当初予算総括表を御覧ください。 

一般会計から下水道事業会計までの７会計の予算額合計は８５億２，６３６万６千円で、

前年度当初予算と比べ５億６，７５４万８千円、７．１％の増となります。 

下の表、２の当初・繰越予算の状況を御覧ください。 

令和６年度一般会計補正予算で繰越明許費として設定された１億３，１６６万７千円が

令和７年度への繰越となります。この繰越を合わせますと、一般会計の合計は６８億２，

２６６万７千円で、全会計の合計は８６億５，８０３万３千円の予算規模となります。 

３ページを御覧ください。 

３の各会計別当初予算規模の推移です。一般会計は教員住宅整備や小中一貫校整備など

教育費の大幅な増加や農業用水道施設、簡易水道施設の改修・整備、移住促進住宅の整備

等により６７億円弱、全会計合わせて８５億円強の規模となり、当初予算としては過去最

多の予算規模となりました。 
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４の一般会計から各会計への繰出金では、令和７年度は診療所特別会計への繰出しが職

員住宅や設備等の整備完了により大きく減少したことから、前年度比２億１，３００万円

の減となりました。 

４ページを御覧ください。 

５の各会計別地方債現在高です。３会計の令和７年度末合計残高は前年度末より６億３，

４６２万９千円増加して４７億２，５９５万９千円を予定しております。 

６の各会計別基金現在高では、４会計の令和７年度末合計残高は前年度末より９億４０

２万６千円減少し５３億２６８万５千円を予定しております。 

７の北海道市町村備荒資金組合納付金現在高は、前年度末より１億５，７６５万８千円

減少し、令和７年度末で１５億８，９７０万５千円を予定しております。 

６ページを御覧ください。 

１０の各会計別人件費の状況です。会計年度任用職員を除く全会計１０２人の職員の人

件費総額は８億６６３万１千円で、前年度当初予算と比べ１，３９７万７千円の減となり

ます。一人当たり７９１万円で、共済費を除きますと一人当たり６３０万円になります。

主な増減要因として、給与改定や職員の配置数減等を見込み、給料で６８７万５千円、職

員手当で７０５万２千円、共済費で５万円の減少としております。 

８ページを御覧ください。 

一般会計予算の概要について御説明いたします。 

令和７年度一般会計予算総額は、歳入・歳出それぞれ６６億９，１００万円で、前年度

当初予算と比較して７億１，１００万円、１１．９%の増となります。 

９ページは歳入の内訳です。 

１款、町税は７億３，２６７万５千円の計上で、前年度と比べ２億２，２５８万３千円、

４３．６％の増となります。これは、町民税や償却資産に係る固定資産税の増加が主な要

因です。詳細は１２ページの（４）町税税目別収入の状況を御参照ください。１０款、地

方交付税は、普通交付税の交付実績等を勘案し、１億円減額して２１億７千万円の計上で

４．４％の減となります。普通交付税及び特別交付税等の内訳は１３ページの（６）地方

交付税等当初予算額・決算額の推移を御参照ください。１４款、国庫支出金は４億９，７

３２万７千円の計上で９．０５８万６千円、２２．３％の増です。これは、標準準拠シス

テム移行事業に係るデジタル基盤改革支援補助金や児童手当の増加等が主な要因です。１

５款、道支出金は２億５，６７９万６千円の計上で１，０６０万８千円、４．０％の減で

す。これは、農業水路等長寿命化・防災減災事業に係る補助金や森林環境保全整備事業補

助金の減少が主な要因です。１８款、繰入金は１０億２，４１２万円の計上で１億１，１

７５万円、１２．２％の増です。増減内訳は、繰入が減少した基金は財政調整基金及びふ

るさと応援基金で、合わせて７，０４０万円減少し、繰入が増加した基金は公共施設等整

備基金及び地域公共交通活性化基金等で、合わせて１億８，２１５万円増加しました。な

お、繰入金の詳細は２０ページの（７）基金積立・取崩額及び充当事業を御参照ください。

２０款、諸収入は２億５，０５１万８千円の計上で１億１，５０３万６千円、８４．９％

の増です。これは、北海道市町村備荒資金組合納付金の取崩し増加や問寒別地区草地畜産
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基盤整備事業完了に係る受益者負担金の減少等が主な要因です。２1 款、町債は１２億７，

２１０万円の計上で２億９，１９０万円、２９．８％の増です。増減内訳は、増加では小

中一貫校整備事業や町道３条仲通線道路改良事業、スクールバス整備事業の実施に伴う増

加や教員住宅整備事業、上幌延開進地区農業用水道施設改修事業及び簡易水道施設改修等

に係る町債額が増加し、減少では医療技術職員住宅整備事業や診療所の診療情報システム

及びスプリンクラー整備事業、町道駅前仲通線道路改良事業などの完了に伴う減少や町道

幌延北進線道路改良事業等に係る町債額の減少が主な内容です。内訳は１９ページの（６）

町債の発行事業を御参照ください。 

次に、歳出の内訳について御説明いたします。 

１４ページを御覧ください。 

（１－１）歳出款別予算額の内訳です。 

１款、議会費は５，０７１万４千円で、前年度と比べ３０４万４千円、５．７％の減で

す。職員人件費や議員報酬など議会運営費を計上しております。２款、総務費は１０億３，

８２３万１千円で２億３，４４１万６千円、２９．２％の増です。主な事業として、移住

定住促進事業、集落支援活動運営事業、地域公共交通運営事業、公共交通対策管理費、空

家等対策管理費、幌延地圏環境研究所支援事業、基金管理事業等のほか、新規事業として

ＯＡ機器等更新事業、多世代交流施設整備事業、問寒別地区移住促進住宅整備事業、地域

運営組織支援事業、地球温暖化対策実行計画策定事業、マイナンバー利用事務出先機関受

付事務等を計上しております。３款、民生費は８億８，８７５万７千円で２億６，２４４

万６千円、２２．８％の減です。主な事業として、こざくら荘支援事業、高齢者等交通費

助成事業、老人福祉管理費、障害者福祉管理費、認定こども園管理費、ひとり親家庭・子

ども医療給付等事業等のほか、新規事業として問寒別へき地保育所改修事業を計上してお

ります。４款、衛生費は４億４，３９７万円で１億４９２万７千円、３０．９％の増です。

主な事業として、公衆浴場管理費、予防事業、母子保健事業、保健推進事業、町立歯科診

療所運営事業、西天北五町衛生施設組合負担金等のほか、新規事業として保健センター補

修事業を計上しております。６款、農林水産業費は８億４，５３０万７千円で９，７７３

万６千円、１３．１％の増です。主な事業として、強い農業・担い手づくり支援事業、草

地生産性向上対策事業、農業支援員活動事業、中山間地域等直接支払事業、町営牧場管理

費、農業用水道施設改修事業、森林整備促進事業、有害鳥獣駆除等のほか、新規事業とし

て林道橋梁補修事業を計上しております。７款、商工費は２億２，４９９万４千円で３，

１９０万９千円、１６．５％の増です。主な事業として、商工業等振興促進事業、商工業

経営基盤強化支援事業、商工業雇用支援事業、商工業人材育成促進事業、地域内消費拡充

プレミアム商品券発行事業、商工観光振興支援活動事業、トナカイ観光牧場管理委託事業

等のほか、新規事業として新規開業スタートアップ支援事業を計上しております。８款、

土木費は１１億９，９４０万７千円で７，１０６万円、５．６％の減です。主な事業とし

て、町道の舗装補修事業や除雪等の維持管理費、橋梁及び公営住宅の長寿命化改修事業、

町道改良事業、道路センター補修事業等のほか、新規事業として問寒別公共施設配水改良

事業等を計上しております。９款、消防費は１億８，０３７万６千円で２９１万７千円、
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１．６％の増です。北留萌消防組合負担金及び防災対策事業が主な事業となりますが、消

防組合負担金には小型動力ポンプ付積載車の更新費用分と新規にレスキューツールの更新

が含まれております。また、防災対策事業には防災用備蓄品等の購入予算を計上しており

ます。１０款、教育費は１０億３，７５０万５千円で５億５，９９９万３千円、１１７．

３％の増です。主な事業として、各小中学校及び社会教育施設に係る運営管理費、情報教

育研究や特別支援教育、外国語教育の推進事業、スクールバス運行費用、教員住宅整備事

業等のほか、新規事業として小中一貫校整備事業、スクールバス整備事業、図書管理シス

テム更改事業を計上しております。１１款、災害復旧費は、町道上幌北進線外３路線６箇

所の道路復旧で２，３００万１千円の計上です。１２款、公債費は、地方債の償還等で７

億４，３７３万８千円の計上、７３４万７千円、１．０％の減です。 

２２ページを御覧ください。（９）は一部事務組合への負担金の状況です。 

西天北五町衛生施設組合及び北留萌消防組合幌延支署分の負担金内訳を整理しており、

西天北五町衛生施設組合につきましては、普通建設事業費として新規に西天北クリーンセ

ンター動物焼却炉整備費用の支出２億６１４万円を見込み、本町の負担金は前年度と比べ

１，８５６万３千円増加し９，９３５万５千円となっています。２３ページの北留萌消防

組合につきましては、普通建設事業費として昨年度からの継続事業である小型動力ポンプ

付積載車購入とタンク車シャッターボックス内改造に係る費用１，８４４万７千円が計上

されており、前年度の普通建設事業費と比べ２，３６０万５千円減少しておりますが、幌

延支署に係る全体予算では人件費や物件費の増加により本町の負担金は３２９万９千円増

加し１億７，６５１万２千円となります。 

２４ページを御覧ください。 

（１０）は地方消費税交付金のうち社会保障財源化分３，５４０万円が充てられる社会

保障経費及び施策に要する経費の内訳です。 

２５ページから３２ページまでは繰越事業も含めた令和７年度の主な事業の概要を整理

しております。 

３３、３４ページの（１３）は当該年度の事業のうち「まち・ひと・しごと創生総合戦

略事業」に係る事業と予算額を整理し再掲しており、予算総額は４億４，８２１万６千円

の計上で、前年度と比べ７，２０６万１千円の増加です。 

次に公営事業会計等の予算の概要を申し上げます。 

３５ページを御覧ください。国民健康保険特別会計です。 

歳入歳出予算総額は３億３，５２０万７千円で、前年度と比べ１，７９０万６千円、５．

１％の減となります。歳入の国民健康保険税は６，０９２万５千円で１００万６千円の減、

道支出金は２億３，９４６万８千円を見込み２，３５５万７千円の減となります。歳出で

は、保険給付費が１億６，５７６万６千円で２，１４９万２千円の減、国民健康保険事業

費納付金は８，５５３万２千円を見込み２７５万８千円の減となります。 

中段（２）管理運営等の状況ですが、年間平均の被保険者数は４８２人、加入世帯数は

３０２世帯を予定しております。１世帯当たりの保険税現年度課税額は１９９，０６６円

で、前年度と比べ５，９１５円の増額、被保険者一人当たりの保険税現年度調定額は１２
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４，７２６円で５，８３５円の増額となり、歳入総額に占める国民健康保険税の割合は１

８．２％となります。 

３６ページを御覧ください。国民健康保険診療所特別会計です。 

歳入歳出予算総額は３億８，６５２万７千円で、前年度と比べ２億６，３９２万４千円、

４０．６％の減となります。歳入のうち入院料は１，０８３万４千円で歳入全体の２．

８％を構成し、外来診察料は７，１７７万２千円で歳入全体の１８．６％を構成します。

歳出のうち、診療所業務費は１億７，７２０万４千円で１，４２４万３千円の増です。投

資的経費では、医療技術職員住宅整備事業、スプリンクラー整備事業及び診療情報システ

ム整備事業の完了により２億６，４４３万１千円の減少となります。中段（２）管理運営

等の状況ですが、１９病床のうち１日平均の入院患者数は２．５人で、１日平均の外来患

者数は５２．０人を見込んでおります。 

（３）繰入金の内訳を御覧ください。 

一般会計からの繰入金は、救急医療確保分や不採算地区における診療所運営費分等に対

する繰入として２億２９６万６千円、投資的経費分に対する繰入として３９万６千円で、

国保直診化に伴う国民健康保険特別会計からの繰入金５，２８２万円と合わせ、繰入総額

は２億５，６１８万２千円となり、前年度と比べ２億５，０２６万２千円の減となります。 

３７ページを御覧ください。後期高齢者医療特別会計です。 

歳入歳出予算総額は５，７１１万５千円で、前年度と比べ４５７万２千円、７．４％の

減となります。歳入の後期高齢者医療保険料は年間平均被保険者３４８人を見込み２，０

１５万８千円、２０８万３千円の減、被保険者一人当りの年保険料は現年度調定分で５万

７，９２５円となり６，９１７円の減となります。歳出の後期高齢者医療広域連合納付金

は４，９８８万２千円で７９万６千円の減となります。 

３８ページを御覧ください。介護保険特別会計です。 

保険事業勘定につきまして、歳入歳出予算総額は２億６，６１９万３千円で、前年度と

比べ１，６９６万９千円、６．８％の増となります。歳入の介護保険料は年間平均の第１

号被保険者数６７２人で４，５６５万３千円と見込み１４４万６千円の増、被保険者一人

当たりの年保険料は現年度調定分で６万７，９００円となり２２７円の増となります。歳

出の保険給付費は２億１，３３４万４千円で２，５０２万８千円の増となります。 

３９ページを御覧ください。介護サービス事業勘定です。 

居宅介護及び介護予防に係るケアプラン作成件数は３８４件を予定しており、歳入歳出

予算総額は９１８万５千円で、前年度と比べ７９万円、７．９％の減となります。保険事

業勘定と介護サービス事業勘定を合わせた会計全体の総計は、歳入、歳出とも２億７，５

３７万８千円で１，６１７万９千円、６．２％の増となります。 

４０ページをご覧ください。簡易水道事業会計です。 

まずは収益的収支ですが、収入予算総額は５，１１２万５千円で、前年度と比べ６３万

８千円、１．２％の減となります。収入のうち給水収益は月平均給水戸数を９７０戸、４，

３２０万円と見込み４９万３千円の増となります。支出予算総額は６，４８５万２千円で

１６３万９千円、２．６％の増となります。支出のうち原水及び浄水費は７１５万９千円
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で１４９万６千円の増、配水及び給水費は９１５万４千円で１２万円の増となります。ま

た、総係費は２，２５４万２千円で１８６万９千円の増となり、減価償却費は２，４１３

万３千円で２６６万８千円の減となります。次に、資本的収支ですが、収入予算総額は３

億７，５０９万８千円で、前年度と比べ２億６，９３４万１千円、２５４．７％の増とな

ります。収入のうち企業債は１億２，２１０万円で、簡易水道施設改修事業費の増加によ

り７，８６０万円の増、他会計補助金は１億２，８５３万６千円で８，０８３万４千円の

増、国庫補助金は水道施設整備費補助金１億２，４４６万２千円で１億９９０万７千円の

増となります。支出予算総額は３億８，４０８万４千円で、前年度と比べ２億７，２２６

万２千円、２４３．５％の増となります。支出のうち原水及び浄水設備建設改良費は問寒

別浄水場建設及び導水管布設工事等の実施により３億３，５７０万８千円で２億９，８２

２万５千円の増、配水及び給水設備建設改良費は３，２９６万８千円で３，１１０万９千

円の減となります。収益的収支と資本的収支を合わせた会計全体の収入総計は４億２，６

２２万３千円で、前年度と比べ２億６，８７０万３千円、１７０．６％の増となり、支出

総計は４億４，８９３万６千円で２億７，３９０万１千円、１５６．５％の増となります。 

４２ページを御覧ください。下水道事業会計です。 

年度末の予定処理戸数は８２６戸とし、水洗化率は９９．１％、合併処理浄化槽設置基

数を１４９基と予定しております。 

まず、収益的収支ですが、収入予算総額は１億６，６４７万１千円で、前年度と比べ３，

７８２万７千円、１８．５％の減となります。収入のうち下水道使用料は、３，４１７万

８千円と見込み２３万３千円の減となります。他会計補助金は７，３１６万２千円で２，

０３５万３千円の減となり、長期前受金戻入は５，９０８万７千円で６８万７千円の減と

なります。支出予算総額は１億９，１７２万円で、前年度と比べ３，５５８万１千円、１

５．７％の減となります。支出のうち管渠費は３，１５３万２千円で４６５万６千円の増、

処理場費は５，３００万２千円で１２５万６千円の増となります。また、個別排水施設費

は１，０９８万２千円で７万８千円の減、総係費は１，１７２万７千円で、下水道事業に

係る各種計画改定業務完了により４，１５５万６千円の減となり、減価償却費は７，９０

８万５千円で１０８万３千円の減となります。次に、資本的収支ですが、収入支出ともに

予算総額は１億４，０４８万３千円で、前年度と比べ１億１，１５４万９千円、４４．

３％の減となります。収入のうち下水道施設改修事業費の減少により、企業債は２，７２

０万円で２，６７０万円の減となり、他会計補助金は８，８１３万３千円で２，９３４万

６千円の減、国庫補助金は２，５００万円で５，５５０万３千円の減となります。支出の

うち管渠建設改良費は１，６３６万５千円で、下水道施設改修事業費の減少により１億６，

８９５万８千円の減となり、処理場建設改良費は下水道管理センター汚水ポンプ更新工事

等の実施により５，５１０万円で皆増、個別排水施設建設改良費は１，４５６万１千円で

６万１千円の増となります。収益的収支と資本的収支を合わせた会計全体の収入総計は３

億６９５万４千円で、前年度と比べ１億４，９３７千６千円、３２．７％の減となり、支

出総計は３億３，２２０万３千円で１億４，７１３万円、３０．７％の減となります。 

以上、一般会計ほか各会計予算案の概要を申し上げました。 
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予算審議を通して議員の皆様からの御意見や御提言を頂くとともに予算執行につきまし

て、御理解とお力添えを賜りますことをお願い申し上げまして、提案理由とさせていただ

きます。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

お諮りします。 

本案は、議員全員をもって構成する令和７年度幌延町各会計予算審査特別委員会を設置

の上、これに付託して審査したいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、議員全員をもって構成する令和７年度幌延町各会計予算審査特別委員

会を設置の上、これに付託して審査することに決定しました。 

特別委員会は、委員会条例第７条第１項の規定に基づき、議長において招集することと

し、委員長、副委員長の互選を行います。 

なお、委員会条例第７条第２項の規定に基づき、臨時委員長は年長の議員が行うことと

なっておりますので、よろしくお願いいたします。 

ここで暫時休憩します。 

（１５時３５分 休  憩） 

（１５時４１分 開  議） 

議  長 西 澤 裕 之 君 

休憩を解いて会議を再開します。 

日程第２５ 議案第１７号「幌延町行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例等の一部を改正する条例の制

定について」の件を議題とします。 

議案第１７号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第１７号「幌延町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用に関する条例等の一部を改正する条例」の提案理由の説

明を申し上げます。 

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡

素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法の一部を改正する法律が令和７年４

月１日に施行されることとなり、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律第２条に新たに１項追加されたため、同法第２条各項を引用する本町条

例に条項ずれが生じたことから関係する３条例を改正しようとするものです。なお、改正

の内容は該当する引用条項を１項繰り下げるものになりますので、以降は該当する条例の

条項のみ申し上げさせていただきますので、具体的な改正内容は資料で確認願います。 

それでは、配布した新旧対照表を御覧ください。 

初めに１ページ改正条例の第１条は幌延町行政手続における特定の個人を識別するため
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の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例で、該当する条項は第

２条第２号、第３号及び第４号です。改正条例の第２条は幌延町税条例で、該当する条項

は第３６条の２第９項、２ページの第６３条の２第１項第１号及び第８９条第２項第２号、

３ページの第１３９条の３第２項第１号です。改正条例の第３条は幌延町議会の個人情報

の保護に関する条例で、該当する条項は第２条第１０項、４ページの第１２条 第５項の表

中の読み替え規定です。 

次に、附則ですが、この条例は令和７年４月１日から施行することとしています。 

以上、議案第１７号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１７号は、討論を省略し、原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第２６議案第１８号「幌延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児

休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」の件を議題とします。 

議案第１８号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第１８号「幌延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例」の提案理由の説明を申し上げます。 

本改正は育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律が改

正され、令和７年４月１日に施行されることに伴い、育児を行う職員の時間外勤務等の制

限に関する要件の拡大など所要の整備を行う必要が生じたことから、関係する２条例を改

正しようとするものです。 

それでは、配布した新旧対照表を御覧ください。 

初めに、１ページ、改正条例の第１条は「幌延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例」

の一部改正で、第９条第２項は育児を行う職員の時間外勤務等の制限に関する改正で、そ

の対象を「３歳に満たない子のある職員」から「小学校就学の始期に達するまでの子のあ

る職員」に拡大しようとする改正です。同じく第４項の改正は第２項の改正に伴う読み替

え規定の精査であります。第１７条第１項は本改正により追加される第１７条の３におけ

る略称を規定するものです。 

次に、２ページの第１７条の３は新たに追加されることとなった条項で、第１項では職

員の配偶者等が介護を必要とする状況に至った際、介護両立支援制度等を知らせるととも

に本制度の利用に関する意向を確認するための措置について規定しています。同じく第２
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項の改正は第１項の規定に関する職員への周知に関する規定です。第１７条の４について

も新たに追加される条項で、介護両立支援制度が円滑に行われるための具体的な措置につ

いて規定しています。 

次に、３ページの改正条例の第２条は「職員の育児休業等に関する条例」で、第１９条

第３項は上位法の改正に伴い引用条項にずれが生じることとなったことから、これを整理

しようとする改正です。 

次に、附則第１項で、この条例は令和７年４月１日から施行することとし、第２項の規

定は公布の日から施行することとしています。第２項では、介護両立支援制度等の請求に

ついては本条例の施行日前でも行うことができる旨、規定しています。 

以上、議案第１８号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１８号は、討論を省略し、原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

本日の会議時間は、議事の都合により、２時間延長し、午後７時までといたしたいと思

います。 

これに御異議ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本日の会議時間は２時間延長し、午後７時までとすることに決定いたしました。 

ここで休憩します。 

令和７年度幌延町各会計予算審査特別委員会は、１６時から開会します。 

（１５時４８分 休  憩） 

（１７時２０分 開  議） 

休憩を解いて会議を再開します。 

本日の議事日程は全て終了しました。 

これにて、散会します。 

なお、明日は午前１０時より会議を開きます。 

本日は、大変、ご苦労さまでした。 

（１７時２０分 散  会） 

 



 

以上、相違ないことを証するため、署名議員と共に署名する。 

 

                  幌 延 町 議 会 議 長  西 澤 裕 之  

 

                  署 名 議 員  １ 番  高 橋 秀 明  

 

                  署 名 議 員  ２ 番  佐 藤 忠 志  

 

以上、記録する。            書 記 係 長  藤 田 秀 樹  


